
O
論

説

チ
ワ
ン壮
族

の
婚
姻
習
俗

『不
落
夫
家
』
に
関
す
る
史
的
考
察

一
九
四
九
年
以
前

の
広
西
を
中
心
と
し
て

塚

田

誠

之

・
・
…

序

言

チ
ワ
ン
壮

族

は
、
中
国
少
数
民
族

の
う
ち
最
大
規
模

の
人
口

(約

一
五

五
五
万
人
、
一
九
九
〇
年
)
を
有
し
広
西
壮
族
自
治
区
に
集
居
す
る
。

歴
史
上
、
「漢
化
」過
程
を
た
ど

っ
た
民
族
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
社
会

・
文
化

に
お
い
て
未
解
明

の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
問
題

点
は
少
な
く
な

い
。
そ
の
う
ち

の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「不

落
夫
家
」
と
呼
ば
れ
る
婚
姻
習
俗
で
あ
る
。
そ
れ
は
婚
礼

の
後
も
花

嫁
が
生
家

に
住
み
夫
と
別
居
し
、
初
生
児

の
受
胎
と
と
も
に
夫
方
に

定
居
す
る
習
俗
で
、壮
語
で
も
漢
語
と
同
様
、
「夫
方
に
居
住
し
な
い
」

　
ユ
　

こ
と
を
意
味
す
る
用
語
で
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
解
放
前
の
広
西

の

な
か
で
も
、
と
く
に
西
部

・
北
部
ー

現
在

で
も
壮
族
の
多
い
地
方

で
あ
る
ー

で
行
な
わ
れ
て
い
た

(大
体

の
分
布
は
地
図
-
を
参

照
)
。
こ
の
婚
俗
に
関
し
て
従
来

の
中
国
本

土
、
こ
と
に

一
九
五
〇

年
代
末
以
降
κ
お
け
る
研
究
で
は

(後
述
す

る
よ
う
に
)
単
系
進
化

主
義
的
な
理
論
の
枠
組
み
が
前
提
と
さ
れ
て
起
点
と
終
点
を
設
定
し

て
そ
の
中
間
は
す
べ
て

「過
渡
期
」
と
し
て
括
り
、
な
お
か
つ
母
権

あ
る
い
は
母
系
制
の

「遺
留
」
と

い
う
検
証
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

曖
昧
な
概
念
が
あ
て
は
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
婚
俗

の
歴
史

的
な
変
化
を
ふ
く
め
て
多
く
の
重
要
な
点
が
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。
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民国期の文献に見える壮族の不落夫家の地域(県)

(イ:南 寧、ロ:桂 林、ハ:柳 州、二:百 色、ホ:梧 州、へ:竜 州)

地図1

こ
の
婚
俗
に

つ
い
て
は
明
代
末
期
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
お

よ
そ
五
百
年
間
も
の
時
期
に
お
い
て
多
く

の
史
料
が
あ
り
、
歴

　　
　

史
的
研
究
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

一
九

四
九
年
以
前

に
自
身

が
そ
れ
を
体
験
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
た
ち
を
対
象
に
現
地

調
査
を
行
な
う

こ
と
も
ま
だ
可
能
で
あ

る
。
通
時
的
な
歴
史
研

究

の
成
果
と
共
時
的
な
調
査
資
料
と
を
結
び

つ
け
た
総
合
的
な

検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
婚
礼
の
後

の
別
居

の
期
間
だ
け
を
切
り
と

っ
て
分
析
す
る

の
で
は
な
く
婚
姻

の
全

体
的
な
過
程

の
中
に
位
置
付
け
て
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
婚
俗
に
関
す
る
研
究

の
序
章
と
し
て
、

一
九
四
九
年
以
前

の
広
西
に
時
代

・
範

囲
を
絞

っ
て
、
史
料
に

ムヨ
　

基
づ
い
て
時
間
軸

に
そ
っ
て
変
化
を
追
跡
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

先
行
研
究
と
問
題
点

ま
ず
、
「
不
落
夫
家
」
に

つ
い
て
主
な
先
行
研
究
を
回
顧
し
、

問
題
点

の
所
在
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
広
西

の
実
権
を
握

っ
た

新
桂
系
軍
閥
の
当
局

に
よ

っ
て
、

一
九

三
三
年
以
降

「改
良
風

俗
」
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
婚
俗

「不
落
失
家
」
も
改
革
の
対

象
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
各
地
で
実
態
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。
当

時

の

一
般
的
な
婚
姻
は
次

の
よ
う
な
段

取
り
で
行
な
わ
れ
た

[楊
燈

一
九
三
四

a

"
九
三
-
九
九
]
。
ω

「訂
婚
」

(結
婚

の

交
渉
)
"
男
性

の
父
母
が
媒
人
を
立

て
て
縁
談
を
托
す
。
媒
人
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清代広西概略図

(□:省 会、●:府 ・直隷州、○:県 、括弧内は現在の名称)

地図2

は
女
性
の
家
に
行
き
交
渉
す
る
。
た
だ

「門
戸
相
対

・
年
齢
相

当
」

の
み
が
基
準

で
あ

っ
て
体
格

・
学
識

・
技
能

・
恋
愛
感

情

.
本
人
の
意
思
は
基
準
と
さ
れ
な
い
。
@

「年
庚
」

(八
字
。

当
事
者

の
相
性
占

い
)
を

「算
命
先
生
」
に
推
算

し
て
も
ら

い
、

合
え
ば
媒
人
が
女
性

の
家
に
行
き
報
告

し
婚
約
の
期
日
を
決
め

る
。
の

「報
好
」
「下
訂
」

(正
式
な
婚
約
)
。

一
ヵ
月
以
降

に

礼
物
を
納
め
婚
約
が
成
立
す
る
。
◎

「
選
期
」

(婚
礼

の
日
取

り

の
決
定
)
。
男
性
側
は
議
定
し
た
聰
金

(結
納
)
や
首
飾
り

を
媒
人
に
托
し
て
贈
る
。
嫁
入
り
の
数
日
前
か
ら

「伴
娘
」
を

つ
と
め
る

「姉
妹
」
た
ち
と
花
嫁
が
突
嫁
を
す
る
。
㈲

「迎
嬰
」

(花
嫁
迎
え
)
。
婚
礼

の
日
、
早
朝

に
央
家
が
各
種

の
礼
物
を
贈

る
。
花
嫁
が
嫁
入
り
す
る
。
「拝
天
地
」
・
「拝
祖
先
」
・
「交
拝
」

儀
式

(「拝
堂
」
)
を
行
な
う
。
囚

「回
門
」
(姻
族

へ
の
挨
拶
)
。

地
方
に
よ
り
期
日
が
異
な
る
が
、
三
日
目
に
花
嫁
が
ま
ず
夫
方

の
祖
先
を
拝
し
、
夫
の
父
母
や
親
戚
た
ち
に
会
い

(「拝
茶
」
)
、

夫
と
と
も
に
生
家

へ
戻
る
。
花
婿
と
嫁
方

の
者
が
面
会
す
る
。

嫁
方

で
祝
宴
を
開
き
、
夫
妻
は
当
日
中
に
帰
る
。
以
上
の
ω
～

困
は
通
常

「六
礼
」
と
言
わ
れ
る
漢
人
の
伝
統
的
な
婚
姻

の
過

程
で
あ
る
。

当
時
、
広
西
全
体

で
約
三
分

の

一
も

の
人
々

(「
土
話
を
話

す
狸
人
」)
が
不
落
夫
家
を
行
な

っ
て
い
た
と

い
う
が
、
そ
の

原
因
と
し
て
五
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

[楊
燈

一
九
三
四
b

H

八
七
]
。
す
な
わ
ち
、
O
早
婚
。
幼
年
ゆ
え
家
務
を
処
理
す

る
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能
力
が
な

い
。
口
旧
礼
教
の
未
改
革
。
嫁
が
夫
の
父
母
に
仕
え
る
こ

と
を
苦

に
す
る
。
日
女
性

の
労
働
力
。
生
家
が
娘

の
労
働
力
を
利
用

し
て
農
作
業
に
従
事
さ
せ
る
。
四

「姉
妹
」
か
ら
の
影
響
。
嫁
が

「姉

妹
」
か
ら
言
わ
れ
る
の
で
、
夫
方
に
定
居
す
る
の
を

「差
恥
の
事
」

と
思
う
。
㈲
女
性
の
性
的
行
動
。
不
落
夫
家
は
郷
村
に
多
く
、
既
婚

と
言

っ
て
も
夫
と
会

っ
た
こ
と
の
な

い
嫁
も
い
る
。
普
通
は
年
中
行

事

の
た
び

に
夫
家
に
帰
り

一
、
二
夜
し
て
ま
た
生
家
に
戻
る
。
出
産

の
と
き

に
夫
家
に
初
め
て
帰
り
同
居
す
る
。
し
か
し
、
妊
娠
せ
ず
に

三
、
五
、
八
、

一
〇
年
と
夫
方

へ
戻
ら
ず
、
そ
れ
を
何
と
も
思
わ
な

い
者
も

い
る
。

次
に
各

地
の
個
別
的
な
報
告
を
見

て
み
よ
う
。
ま
ず
、
都
安
県
の

場
合
、
次

の
点
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
[雷
輝

一
九
三
六
]
。

O
農
業
が
生
活
基
盤
ゆ
え
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
と
も
に
生
産

に
参

加
せ
ね
ば

な
ら
な

い
。
里
方
で
は
娘
が
嫁
出
す
れ
ば
労
働
力
を

一
人

失
う
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
を
維
持
す
る
た
め
に
娘
を
暫

時
留
め
て
家

の
助
け
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
口
早
婚
。
五
、
六
歳

で

婚
約
、

一
四
歳
ほ
ど
で
結
婚
す
る
。
の
嫁
は
里
方
で
は
比
較
的
自
由

で
拘
束
を
受
け
な
い
が
夫
方

へ
行
く
と
日
常
生
活
に
お
い
て
夫

の
監

督
、
姑
の
蔑
視
、
嘲
罵
を
受
け
る
。
⑳
こ
れ
ら
の
こ
と
が
不
落
夫
家

の
気
風
を

生
む
。
そ
し

て
、
も
し
嫁
が
夫
に
満
足
し
て
い
て
も
、

(不
落
夫

家
を
し
な
け
れ
ば
)
族
中
の
姉
妹

・
仲
間
た
ち
の
嘲
笑
を

受
け
る
。

こ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
指
摘
は
先

の
楊
燈
が
挙
げ
る
O
～

四
と
同
じ
主
旨
で
あ
る
。

次

に
笛
巴
寧
県

の
場
合
、
六
点
が
挙
げ
ら
れ

て

い
る

[充
真
化

・

梁
上
燕

一
九
三
八
]
。
す
な
わ
ち
先
に
挙
げ
ら

れ
た
生
家
に
と

っ
て

の
労
働
力
、
早
婚
と
そ
れ
に
起
因
す
る
嫁
の
父
母

の
不
安
感
、
夫
方

で
の
嫁

の
不
自
由
、
「姉
妹
」
の
製
肘
の
ほ
か
、

「盲
婚
」
に
対
す
る

女
性
の
不
服
従
、
さ
ら
に
男
女
の
自
由
な
結
び

つ
き
を
仲
立
ち
す
る

場
と
し
て
の

「風
流
館
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
解
放
後

の
研
究
を
見
て
み
ょ
う
。
ま
ず
薦
深
が
新
た
な
論
点

を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
落
夫
家
の
要
因
と
し
て

「封
建
包

辮
婚

(父
母
の
統
制
に
よ
る
結
婚
)
由
来
説
」
と
そ
れ
に
対
す
る
反

論
と
を
挙
げ
た
上
で
、
封
建
包
辮
婚
よ
り
も
ふ
る
い
婚
姻
形
式

の
「遺

留
」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
「原
始
氏
族
社
会
」
時
期
に

「対
偶
婚
」

か
ら

「
一
夫

一
婦
制
」
に
向
か
う

「
過
渡
的
段
階
」
に
お
い
て
生
ま

れ
た
と
結
論
付
け
て
い
る

[凋

一
九
五
七
」
。

言
う
ま
で
も
な
く
モ

ル
ガ
ン
の
単
系
進
化
論
的
学
説
の
枠
組
み
を
当

て
は
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
方
法
論
は
遅
く
と
も

一
九
五
七
年
ま

で
に
は
登
場
し
普
及

し
た
よ
う
で
あ
る
。
解
放
直
後
の
段
階
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
の

「
四
原

則
」
を
当
て
は
め
て

「不
落
夫
家
」
も
壮
族
の
共
通
文
化

の

一
つ
で

あ
る
と

い
う
説
明
し
か
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た

(『広
西
日
報
』

一

九
五
二
年

一
一
月
五
日
)
が
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

ム
　
　

以
降
、
多
く

の
学
者
が
こ
の
見
方
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
が
、

見
逃
せ
な
い
の
は
解
放
前
に
提
起
さ
れ
て
い
た
論
点
も

(全

て
で
は

な
い
が
)
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

[《壮
族

百
科
辞
典
》
編
纂
委
員
会

(編
)
一
九
九
三

"
三
七
二
]
に
よ
る
と

「
不

叫6



落
夫
家
」
の
原
因
と
し
て
五
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
O

「対
偶
婚
」

か
ら

コ

夫

一
婦
制
」
に
向
か
う

「過
渡
」
に
お
け
る

一
種
の
婚
姻

形
式

で
、

「母
系
制

の
父
系
制
に
対
す
る
頑
強
な
抗
争
を
反
映
す
る
」

も

の
と
い
う
論
点

の
ほ
か
、
口
女
性
の
婚
姻

へ
の
不
満
。
◎
子

の
出

生
以
前

に
夫
方
に
定
居
す
る
と
他
人
か
ら
蔑
視
さ
れ
る
。
四
早
婚
な

の
で
家
事

労
働
を
担
う
の
が
困
難
。
㈲
女
性
の
自
由
な
生
活

へ
の
未

練
、と

い
う
解
放
前
に
提
起
さ
れ
て
い
た
論
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

播
其
旭
も
、
上
記

の
理
論
を
適
用
す
る
以
外

に
女
性

の
経
済
力
、
女

性

の
結
婚

に
対
す
る
不
満
、
女
性

の
自
由
な
性
的
関
係

の
維
持
を
挙

げ
て
い
る

[播

一
九
入

一
"
七
九

ー
八
二
]
。

さ
ら
に
、
莫
俊
卿
に
よ
る
と
、
「
不
落
夫
家
」
は

「原
始
的
婚
姻
」

の

「名
残

」
の

一
つ
で
、
花
嫁
が
夫
家
に
短
期
間
泊

っ
て
後
は
里
方

で
暮
ら
し
、
里
方
と
男
家
と
の
間
を
行
き
来
す
る
状
態
を

い
う
。
不

落
夫
家
期

間
中
、
花
嫁
は
村
の
娘
た
ち
と

「歌
嘘
」

(歌
掛
け
を
主

と
し
た
男
女

の
社
交
活
動
の
場
)
に
出
か
け
情
歌
を
唱
う
こ
と
が
で

き
る
。
夫
方

に
行

っ
た
時

に
は
ま
る
で
お
客

の
よ
う
に
し
て
い
て
、

主
婦
と
し

て
の
ど
の
よ
う
な
権
利
も
義
務
も
な
い
。
里
方
で
は
彼
女

は
未
婚

の
娘
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
権
利
と
義
務

の
す
べ
て
を
享

有
す
る
。
あ
る
者
は

「姑
娘
田
」
を
耕
す
権
利
を
享
有
し
収
穫
は
自

分

の
所
有
と
な
る
。
身
ご
も
る
と
は
じ
め
て
夫
家
に
ひ
き
移
る
。
第

一
子
が
誕
生
し
て
盛
大
な

「
三
朝
酒
」
を
挙
行
し
た
と
こ
ろ
で
、
や

っ
と

「成

家
」
、
す
な
わ
ち
正
式
に

コ

夫

一
婦
制

の
小
家
族
」
を

成
し
た
と

み
な
さ
れ
る
。
こ
の
時

に
な

っ
て
里
方
は

「姑
娘
田
」
や

牛
な
ど

の
貴
重
な
持
参
財
産
を
男
家

に
贈
る
。
以
上
で
婚
姻
の
締
結

ま
で
の
す

べ
て
の
過
程
が
完
結
す
る
、
と

い
う

[莫

一
九
入
六

(百

田
訳

一
九
九
六
)]
。
こ
こ
で
は
不
落
夫
家

の
原
因
で
は
な
く
過
程
が

記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
婚
姻

の
過
程
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と

に
よ

っ
て
そ
れ
な
り
の
説
得
性
が
付
与
さ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
初

生
児

の
誕
生
を
祝
う
儀
礼

「三
朝
酒
」

の
挙
行
を
機
に
持
参
財
が
夫

家
に
送
ら
れ
、
そ
の
時
点
で
は
じ
め
て
婚
姻

が
成
立
す
る
と
い
う
指

摘
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し

「
原
始
的
婚
姻
」

の

「名
残
」
・
コ

夫

一
婦
制

の
小
家
族
」
と
い
う
既
製
理
論

の
適
用
、
事
例
が
個
別
的
な

の
か

一
般
的
な
の
か
、
ま
た

い
つ
の
、
ど

の
地
点

の
事
例
な

の
か
全

バ
　
　

く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て

既
製
の
理
論
を
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
歴
史
的
な
分
析

の
可
能

性
が
阻
ま
れ
て
来
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
個
別
的
な
史
料
を
多
く
用

い
て
婚
姻
の
具
体
的
な
過
程
を
時
間
軸
に
沿

っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
不

落
夫
家
に
対
す
る
将
来

の
解
明

へ
の
糸
口
を
得

る
の
に
有
効
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
配
偶
者
の
選
択
、婚
礼
ま

で
の
過
程
、不
落
夫
家

の
開
始
と
期
間
中

の
花
嫁
の
行
動
、
不
落
夫
家

の
終
了
と
い
う

一
連
の

ム　
　

過
程
に

つ
い
て
歴
史
的
変
化
に
焦
点
を
当

て

て
論
じ
て
行
き
た
い
。

二

配
偶
者
の
選
択

壮
族
は
歌
を
好
む
民
族
と
し
て
知
ら
れ

て

い
る
。
中
で
も
男
女
の

間
で
の
歌

の
掛
け
合

い

「対
歌
」
が
著
名

で
あ
る
。
歌
の
掛
け
合
い
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が
婚
姻

に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点

に
つ
い
て
、
明
代
中
期
か
ら
清
代
中
期
に
か
け
て
の
諸
記
事

を
表

1
に
挙
げ
た
。

対
歌
を
行
な
う
当
事
者
は

「少
婦
」
「少
男
」

(4
、
以
下
数
字
は

表
中
の
史
料
番
号
を
示
す
)
・
「少
年
」
(3

・
5
)
「処
女
少
娯
」
(3
)

「少
年
男

女
」
(7
)
と
記
さ
れ
て
は

い
る
が
、
年
齢
は
男
性
が

「冠
」

(二
〇
歳

、
1
)
・
女
性

が

「笄
」

(
一
五
歳
、
1

・
5
)

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
記
事

に
お

い
て
、
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
当
事
者
が
対
歌

を
行
な
う
。
対
歌
の
ほ
か
に

(繍
)
球
を
抱
る
活
動

(2

・
8
)
が

付
随
す

る
場
合
も
あ
る
。
衣
帯

・
天
秤
棒
な
ど

の
贈
答
も
伴
な
わ
れ

る

(3

・
4

・
5

・
7

・
8
)
。
当
事
者
は
配
偶
者
を
選
択
し
、
そ

の
後
に
両
親
に
報
告
し
、
両
親
が
婚
礼

の
準
備

に
と
り
か
か
る

(1

・

3

・
7
)
。
5
で
は
、
対
歌
を
通
し
て
配
偶
者
を
決
め
た
後
に

「媒
人
」

に
依
託
し

て
婚
約

の
手
続
き
を
し
、
そ
の
際
に
婚
資
と
し
て
蘇
紡
木

で
染
め
た
ビ

ン
ロ
ウ
ジ
の
実
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
7
で
は
、
対
歌

で
配
偶
者
を
決
め
た
後
に
当
事
者
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
父
母
に
報
告

し
、
し
か

る
後
に
父
母
は
媒
人
に
依
託
し
て

(両
家
を
往
来
し
て
の
)

婚
約

の
手
続
き
を
し
、
そ
の
際
に
結
納
と
し
て
キ
ン
マ
を
噛
む
材
料

一
式

(蘇
紡
木

で
紅

に
染
め
た
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
の
実

・
キ
ン
マ
の
葉

・

石
灰
)
が
用

い
ら
れ
て
い
る

(前
掲
5
も
然
り
。
9
で
は
結
納
と
し

て
牛
が

用
い
ら
れ
て
い
る
)
。
対
歌
の
行
な
わ
れ
る
季
節
は
、
3
で

は
旧
暦

正
月
、
4
で
は
春
で
あ
る
。
ほ
か
に
春
秋

の
社
日

(6
)
・

上
元

(
髄
元
宵
、
6

・
8
)
・
中
元

(6
)
と

い
っ
た
年
中
行
事

の

際
な
ど
、
重
要
な
年
中
行
事
が
行
な
わ
れ
る
機
会

や
四
季

の
う
ち
春

季
に
多

い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
都
市

・
都
市
近
郊

・
農
村
と
の
相
異

(3
)
も
窺
わ
れ
る
。
郷
村

で
は

「十
指
の
家
」

で
あ

っ
て
も

一
般

の
壮
族
と
同
じ
習
俗
が
ま
だ
保
た
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な

お
、
配
偶
者
は
同
姓
を
問
わ
な
い

(6
)
。

配
偶
者

の
選
択
に
際
し

て
は

「自
ら
相

い
配
合
」

(1
)
、
す
な
わ
ち
当
事
者

の
意
思
に
よ
る

主
体
的
な
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
行
為
を
当

事
者

の
両
親
は
ご
く
自
然
な
こ
と
と
し
て
お
り
、
娘

が
選
ん
で
連
れ

て
来
た
配
偶
者
を

「欣
然
」
と
し
て
歓
待
し
て

い
る

(3
)
。
5
で
は
、

幼
少

の
時
よ
り
歌
に
馴
れ
親
し
ん
だ
娘
が

「
笄
」

の
年
齢

に
な
る
と

両
親
は
こ
れ
を

「山
野
に
放
」
ち
、
彼
女
が
対
歌
を
行
な

っ
て
配
偶

者
を
選
ぶ
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

8
に
は
対
歌
に
参
加
し

た
娘
が
候
補
者
を
連
れ
帰
ら
ね
ば
父
母
が

「
楽
し
ま
な
い
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

明
代
～
清
代
初
期

の
時
期

に
お
い
て
、
地
域
に
よ

っ
て
は
清
代
中

期
ま
で
も
、
配
偶
者

の
選
択
に
お
い
て
は
当

事
者

の
主
体
性
が
重
視

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
前
掲

(第

一
章
)

の
楊
燈
ら
の
報

告

・
指
摘
と
は
懸
隔
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ

ら
に
民
国
期

の
記
事
を
見

て
み
よ
う
。

〔史
料
1
〕

民
国

『思
恩
県
志
』
二
、
社
会
、
風
俗

「冠
婚
喪
祭
」

俗
に
早
婚
が
多
い
。
普
通
、
多
く
は
七
、
八
歳
で
婚
約
し
、

一
一
、
二

歳
で
結
婚
す
る
。
婚
約
は
媒
人
に
よ
っ
て
取
り
持
た
れ
、
年
庚
入
字
に
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基
づ
く
。
八
字
が
合
っ
て
は
じ
め
て
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
女

双
方
の
同
意
を
求
め
る
も
の
が
い
れ
ば
、
媒
人
が
期
日
を
決
め
て
二
人

を
連
れ
て

「嘘
場
」
(定
期
市
)
で
面
会
さ
せ
見
知
ら
せ
る
。
双
方
が

同
意
す
れ
ば
成
婚
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
当
事
者
が
童
子
で
あ
る
場

合
、
も
と
よ
り
思
慮
分
別
も
な
い
の
で
、
親
族
や
旧
友
で
父
母
が
互
い

の
子
を
結
婚
さ
せ
た
い
意
思
が
あ
る
場
合
、
双
方
の
父
母
が
自
ら
仕
切

っ
て
媒
人
に
保
証
人
に
な

っ
て
も
ら
う
。
婚
姻
は

「中
表
」

(父
方
平

行
イ
ト

コ
以
外
の
イ
ト
コ
)
を
避
け
な
い
。
同
宗
を
避
け
る
が
、
同
姓

婚
は
少
な
く
な
い
。
(中
略
)
(「郷
村
の
習
慣
」
と
し
て
新
婦
が
婚
後
、

不
落
夫
家
を
行
な
い
一
八
、
九
歳
に
達
し
て
か
ら
夫
家
に
定
居
す
る
こ

と
が
述

べ
ら
れ
、
そ
の
続
文
に
)
幼
年
者
が
父
母
を
恋
し
く
想
う
の
は

人
間
の
天
性
で
あ
り
、

一
二
、
三
歳
の
女
が
夫
家
に
住
ん
で
も
悦
ぶ
わ

け
が
な

い
。
そ
こ
で
往
々
嫁
入
り
し
た
後
、
勝
手
に
里
方

へ
帰
る
。
あ

る
家
で
は
姑
が
夫
を
し
て
花
嫁
を
連
れ
戻
し
た
り
、
ひ
ど
い
場
合
に
は

衡
打
を
加
え
る
の
で
、
嫁
は
夫
家
を
嫌
が
り
畏
れ
る
よ
う
に
な
る
。
悪

感
情
が
生
ま
れ
離
婚
の
兆
し
と
な
る
。
こ
の
故
、
郷
村
に
お
け
る
離
婚

事
件
の
直
接
の
原
因
と
し
て
、
半
分
は
当
事
者
に
、
半
分
は
姑
の
行
動

に
あ
る
。

〔史
料
2
〕

民
国

『宜
北
県
志
』
二
、
社
会
、
「風
俗
」

婚
礼
は
、
父
母
が
仕
切
り
、
当
事
者
自
ら
は
択
ば
な
い
。
双
方
の
父
母

の
関
係
が
善
く
、
男
女
の
年
貌

・
貧
富
の
程
度
が
同
じ
な
ら
、
適
齢
期

に
達
し

て
い
る
か
は
問
わ
ず
、
媒
人
に
托
し
て

「問
字
」
(八
字
に
よ

る
相
性
占
い
)
を
す
る
。
女
家
が
許
せ
ば
娘
の
年
庚
を
媒
人
に
托
し
男

家
に
渡
す
。
男
家
は
星
士
に
占
い
を
頼
み
、
相
性
が
衝
剋
し
な
け
れ
ば

結
婚
が
可
能
と
な
る
。
(中
略
)
兄
弟
姉
妹
の
間
で
は
結
婚
し
な
い
が
、

同
姓
者
の
問
で
は
こ
れ
を
避
け
な
い
者
が
多

い
。

こ
こ
で
は
父
母
が
媒
人
に
依
託
し
て
男
家

・
女
家
を
往
来
し
て
縁
談

を
決
め
る
方
式
で
あ
る
。
見
合

い
の
場
を
設
定
し
て
当
事
者

の
意
思

を
聞
く
場
合
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
多
く
は
七
、
八
歳
で
婚
約
し
、

=

、
二
歳
で
結
婚
す
る

(郷
村
で
は
不
落
夫
家
の
期
間
を
経

て

一

八
、九
歳

に
な

っ
て
は
じ
め
て

「
団
聚
」
す

る
こ
と
が
で
き
る
)
と

ム
　
　

い
わ
れ
、
当
事
者
が
実
際
に
決
め
る
場
合
は
少
な
か

っ
た
。
史
料
2

か
ら
は
父
母
が
選
ぶ
の
で
あ

っ
て
当
事
者
自
ら
が
選
ぶ
の
で
は
な

い

こ
と
、
双
方
の
年
齢

・
容
貌

・
経
済
状
況

の
釣
り
合
い
の
み
が
問
わ

れ
、
当
事
者
が
結
婚

の
適
齢
期
に
達
し

て
い
る
か
ど
う
か
は
問
題
に

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な

お
、
史
料
1
で
は
早
婚

の
も
た
ら
す
弊
害
、
婚
後
生
家

へ
戻
る
嫁
を

め
ぐ

っ
て
夫
や
姑
が
関

係
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
史
料
1

・
2
と
も
同
姓
婚
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、
婚
姻
過
程

に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
複
雑
化
、
言

い
か
え
る
と

「漢
化
」
し
て

ムお
　

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
よ
り
明
末
～
清
中
期

に
は
当
事
者
が

「歌
を
以

っ
て
婚
を
成
」

(表

1
1
9
)
し
て
い
た
の
が
、
約
百
年
後

に
な
る
と
同
じ
地
域
で

大
き
な
変
化
、
す
な
わ
ち
早
婚
と
儀
礼

に
お
け
る
漢
化
が
生
じ
て
い

　　
　

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
当
事
者
側
か
ら
見
る
と
恋
愛

の
自
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表1婚 姻における 「対歌」の意義に関する記事(明 代中期から清代中期)

番号 史料名 編纂年 記事訳文

1 宣徳『桂林郡誌』

二〇、雑志、諸

番蛮夷 「猿人」

景泰元年

(1450)

男女が冠笄の年齢になると山林に出遊する。男が唱い女

が和す。それぞれに適 う相手が見つかれば、自ら相い配

合(え んぐみ)し 、贈 り物をして思慕の情を結ぶ。後に、

父母に告げて婚礼を致す。

2 桑悦 『思玄集』

四 「狸俗詩」
ノ

弘 治18年

(1505)

互いに唱歌 し自ら成親(え んぐみ)す る。男女が分れて

毬(球 投げ)を 行う。

3 王済 『君子堂日

胸手鏡』

正 徳16年

(1521)

郷村では正月元旦か2日 から異なる村の 「少年」・「処女

少娯」の間で対歌が開始される。歌を通じて(配 偶者と

なすべき)相 手を求め、衣物(男 はハンカチ、女はシャ

ツ)の 贈答の後、13日 に男性が女性の家に行 く。女性の

父母は 「欣然として」男性を迎え歓待する。16日 まで女

性の家で当事者以外の男女たちによる対歌も盛大に行な

われる。件の男女の問に礼物の贈答(女 は男から受け取

ったハンカチに刺繍を施 して渡す)が なされ、以降、二

人とも別の対歌には参加 しない。この習俗は 「十指に数

えられる(勢 望のある)家 でも同様に行なわれる。県城

とその近郊ではこの習俗は無いかもしくは廃れてしまっ

ている。

4 万暦『広西通志』

三三、外夷、諸

夷種類 「狸」

万 暦27年

(1599)

「少婦」が春に三々五々連れ立って山頂や水辺に遊ぶ
。

歌唱 して楽と為す。「少男」もまた群 をなして、歌いな

がら女のところに赴く。か くて男女は終日唱和し、衣帯

を贈答 しあって去る。

5 『広東新語』一二、

詩語 「鯉歌」

康 煕39年

(1700)

噂では歌が好まれる。吉慶事が有れば、必ず唱歌を行な

う。(中略)「 狼」は幼少より歌を習いとする。男女は皆

な歌に僑って自ら配す。女が笄に達すればこれを山野に

放つ。少年が数十人も従う。順に歌い、女の意に適った
一人が留まる

。男女は互いに贈 り物をする。男は天秤棒

に歌詞数首を刻んだものを、女は刺繍付きの嚢 ・錦の帯

を贈 り、夫婦となることを約束する。その後媒人に依頼

して蘇彷木で染めた積榔を(結 納 として)贈 り婚約する。

6 噂 西叢載』二四、

狸、(万暦?)
「永福県志」

康 煕32年

(1693)頃

結婚は同姓を避けない。上元 ・中元 ・春秋社日の際に、

男女が答歌する。「荷合」(野 合)し て、妊娠 してから初

めて夫家に帰る。

7 康熈『永淳県志』
一〇
、風俗 「憧

人」

康煕末

(18世 紀

初)

少年男女は、皆な歌に侮って配偶者を択ぶ。感情が合え

ば、男は女に歌数首を鏑んだ天秤棒(金 練 ・花卉で飾 り

つけ漆をひいたものもある)を 贈る。女は刺繍を施 した

嚢や錦帯を贈る。それらは手製である。夫婦と為ること

を約束すると、それぞれ父母に告げる。(父 母は)媒 人

に仲介を頼み、蘇紡木の汁で染めた積榔 ・糞葉 ・石灰を

(結納として)贈 り婚約をする。
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(表1続 き)

番号 史料名 編纂年 記事訳文

8 嘉慶『霊山県志』
一三
、雑記、風

土 「蛮俗」

嘉慶25年

(lszo)

上元(元 宵)節 の期間中、女子が山谷の間に集まる。近

くの男子が皆行 く(r;女 子櫨」 という)。(男 女の問で)

毬 を批 りあう。男子は毬の下に銭を結び付け、女子に向

かって郷げる。(男子 と情の合った)女 子は線帯等の物

を付けて郷げ還す。互いに山歌を歌い、感情が合えば、

女子は男子とともにその実家へ行 く。女子の父母は大い

に喜ぶ。(男 子を連れて来なければ)父 母は楽しまず、

女子が男子を悦ばせることができないという。

9 道光『慶遠府志』

三、風俗、婚姻、
「思恩」

道光9年

(1829)

婦女は外出する際に、麦藁帽子を携帯する。婚姻は、牛

を結納に用いる。歌掛けをして歓とする。蛮俗では、大

抵は歌を以って婚を成す。

外
に
婚
礼
当
日
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
、
結
納

の
内
容
、
相
性
占

儀
礼

の
複
雑
化

の
三
点
か
ら
検
討
し
た

い
。
ま
ず
、
各
地
に
お

④
婚
礼
ま

で
の
過
程

・
結
納
と
し
て
贈
ら
れ
る
品
に
関
す
る
記
事

2
に
整
理
し
よ
う
。

よ
た
ほ
か
に
、
「漢
俗
」
と

「土
俗
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
史

表

3
に
整
理
し
た
。

ソ
な
わ
ち
明
末

・
清
中
期

の
頃

の
結
納
と

し
て
10
で
は
牛

・
豚

12
で
は
牛

・
豚

・
鶏

の
ほ
か
ビ
ン
ロ
ウ
ジ

・
酒
が
用

い
ら
れ
て

④
。
12
で
は
、
都
市
民

・
郷
村
の

「土
民
」
と
も

に
ビ
ン
ロ
ウ
ジ

膝
を
用
い
る
点
は
同
じ
だ
が
、
「土
民
」
の
場
合
、
ほ
か
に

「烏
飯
」

米

の
オ
コ
ワ
)
が
用

い
ら
れ
、
都
市

で
は
塩

・
茶
そ
し
て
米
花

ぜ米
)
・
油
団

(揚
げ
モ
チ
)
な
ど
の
加
工
食
品
が
用

い
ら
れ
て
い

蕪 晶 カミ謬 ま袈 レミ次
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婚
礼
ま
で
の
過
程

由
は
あ
る
も
の
の
結
婚

の
自
由
が
な
く
な

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
要
す
る
に
配
偶
者

の
選
択
方
式
は
、
明
清
時
代
に
当
事
者
主
導

型
か
ら
父
母
主
導
型

へ
と
変
化
し
た
。
し
た
が

っ
て
早
婚

・
父
母
包

辮
封
建
婚
は
不
落
夫
家
婚
が
発
生
し
て
は
る
か
後

に
付
け
加
わ

っ
た

現
象
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
嫁
が
生
家
に
戻
る
こ
と
に
と
も
な

っ

て
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
に
至

っ
て
は
、
お
そ
ら
く
は
不
落
夫
家

が
早
婚

・
封
建
的
な
父
母
包
辮
婚
に
は
適
合
し
な
く
な

っ
て
か
ら
表

面
化
し
た
現
象
で
あ
る
。



表2婚 礼までの過程 ・結納として贈られる品に関する記事

番号 史料名 年代 過程 上段:結 納品/下 段:備 考

10 『輿西叢載』 康煕32年 歌掛けをして情 豚 ・牛
二 四 、 狸 、 (ユ693)頃 愛を示す。

(万暦?)

永福 県志、
「潮北狸」

11 乾隆 『武縁 乾隆6年 納 采 ・納 吉 ・納 財(貨 幣)を 重んぜず、橿榔 ・豚 ・酒を用
県志 』 六 、 (1741} 徴 ・請期 ・親迎 いる。「土人」は婚姻は同姓を論ぜず、庚帖
風俗「冠婚」 の礼がある。 を須めず、但だ積榔数枚を結納とするのみ。

女家は結納を受け取ると親族に分ける。婚

礼の1、2日前、酒肴 を揃えて遍く親族 を呼

んで会飲する。女家の親戚は銀管 ・指輪 ・

布吊等を送る。これを 「壽旗 箱」 という。

12 乾隆 『鎮安 乾隆21年 媒人への縁談の 積 榔 ・塩 ・茶 ・米 花 ・油 団 ・豚 ・鶏(家 の
府 志 』 一 、 (1756} 依託～星士によ 貧 富 に応 じて決 め る)。 「土 民」 は、 積 榔 ・
輿地上、風 る占い～女性の 烏 飯 ・鶏 ・酒 ・豚 ・牛 を結 納 とす る。

俗 「婚嫁」 父母の許可～結

納～婚礼日期決 婚礼に、男家の親戚友人が銀元 ・米 ・豚 ・

定 ～婚礼(士
酒を贈る。女家の親戚友人は腕輪 ・首飾り

族 ・富家のみ飾
を贈る。「土民」は庚帖を得るが、或は鶏

り輌を用意して トに{り 、或は醸酒の甘苦を験べ、以て成

親迎する)。
否を決める。土民は、婚礼の当日に新郎が

花嫁の家に行 く。そこで嫁側は親戚を集め

て歓飲する。薄暮になると新郎は先に矢家

へ帰る。その後新婦は母や親戚らとともに

夫家に至る。嫁入り行列に線輪 ・鼓吹はな

い。夫家では花燭の飾 りが用意されず合香

の儀礼は行なわれない。

13 道光 『白山 道光10年 土人は婚姻に庚 土人は、但だ積榔一槍(た る)・指輪一対

司 志 』 九 、 (issa> 帖を用いない。 を送るのみ。結納を贈る日には、(結 納 と

風俗、冠婚 官族は漢人のよ して)積 榔に重 きを置 く。「富厚家」は千
「司 冊 」

うに六礼を行な を以って計える。蘇枕木でこれを染める。

う。惟だ納采に 8枚 ごとに糞葉で包み、積み重なって数十

は核榔を尊ぶ。 ～百包にもなる。また束ねないで盆に盛 り、

おそらく土俗に 糞葉2、30枚ご とに一束として紅絨を巻 きつ

沿っているから けたものを添える。次いで酒 ・豚肉 ・樵餅

で あ ろ う。 で、絡 じて量の多さを尚ぶ。首飾 りは甚だ

簡素で、惟だ銀の管 ・腕輪 ・指輪などい く

つかのものが送 られるのみである。結納金

は多寡を論ぜず、その家の経済力に従う。

zgz



(表2続 き)

番号 史料名 年代 過程 上段:結 納品/下 段:備 考

13 婚礼の日、「有力家」および「橿市に近い者」
下
段

は、四人あるいは二人で担ぐ輿の四隅に華

やかな装飾を施した絹を結んだものを用い、

楽隊が先導し、爆竹の音が道筋に絶えず響

きわたるp貧 しく 「深山郷僻に居る者」は、

(花嫁は)率 ね歩行する。花嫁は雨傘をさし、

婦女たちが囲んで送る。交拝の後、親戚 ・

友人が囲み坐 り飲酒 し、土歌を唱う。朝に

なって解散するまで歌い続ける。

14 民国 『柳城 民国23年 問名 ・納 采 ・納 ただ紅色に染めた積榔、(銀 元)2、30元 ～

概況』三 (1934) 吉 ・請期 100元 を送って結納とするのみ。
「民 族 」

婚喪やその他の意外の事で費用がかさんだ

際に、土地を典売 ・売却 して経費を借 りる。

唱歌が盛行。婚嫁の時にも親友が常に訪問
し合い集まって夜通し唱歌する。

15 [田1935: 民国24年 媒人による年庚 郷村では縁談のはじめは媒人が方形に切っ

41-43] (1935) の請求(「要命」) た豚肉1塊 をもって女家にr要 命」(「命」
～婚約成立 =年 庚)を しに行く。女家が許さなければ、

肉を受け取らず、媒人をひきとめて食事を

振舞ったりしない。許せば肉を受け取って

媒人をひきとめる。婚約の時に男家は豚肉

若干 ・白米若干を女家に送る。これを 「出

藍」といい、女家がそれを受け取る礼を「食

藍」 とい う。

表3道 光 『慶遠府志』三、地理下、風俗 「婚姻」の記事

漢 ・土の別 結納品 過程その他

漢俗 積 榔 ・豚 ・

酒 ・菓 品

(受け取った物品を女性側では)遍 ねく親戚に分ける。新婦が

出産すると里方は土錦で被を作 り、銀の首飾 り・鶏 ・チマキと

ともに贈る。

土俗 豚 ・牛を用

い、積榔 ・

菓品の類は

ない

男家は幼女二人ならびに土巫をもって、女家に往き嫁を先導す

る。嫁方の男女30～50人 が送行する。新婦は傘で自らを覆い、

歩行 して夫家に行 く。夫方で聚 り坐 り夜通し唱歌をする。その

後新婦は生家へ帰 り、夫と会わない。後、社 日・挿秩 日・収禾

日のときに、夫家へ一度行く。三、四年後に嫁の父母が査具を

製って送 り、初めて夫家に常往する。
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る
。
11
で
は
、
都
市
民

・
郷
村

の

「土
人
」
と
も
に
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
が

重
視
さ

れ
て
い
る

(「土
人
」

の
場
合
貨
幣
は
重
視
さ
れ
な
い
。
ビ

ン
ロ
ウ
ジ

「数
枚
」

の
み
で
、
「士
大
夫
」
を
ふ
く
む
都
市
民

の
結

納
よ
り
数
量
的
に
少
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
入
字
を
凧
い
て
い
な

い
の
で
手
続
き
も
比
較
的
簡
単

で
あ
る
)
。
ビ

ン
ロ
ウ
ジ
は
前
掲
表

1
1
7
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
広
く
用

い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

13
は
土
官
領

の
事
例
で
あ
る
。
領
民

「土
人
」
の
場
合
、
ビ
ン
ロ
ウ

ジ
を
贈
与

す
る
の
が
主
体

で
、
婚
約

・
結
納
に
そ
れ
が
多
く
用

い
ら

れ
て
い
る

(婚
約

の
際
に
は
ビ

ン
ロ
ウ
ジ

一
盒
と
指
輪

一
対
)
。
土

人
の
な

か
で
も

「富
厚

の
家
」
で
は
数
千
枚
も
の
ビ

ン
ロ
ウ
ジ
が
用

い
ら
れ

て
い
る
。
入
枚
ご
と
に
糞

(キ
ン
マ
)

の
葉

で
包

ん
だ
も

の
を
数

十
、
百
包
、
ま
た
盆

に
盛

っ
た
も

の
に
藝
葉
を
付
け
、
二
、

三
十
葉

で

一
束
と
し
た
も

の
に
紅
布
を
巻

い
た
も
の
が
贈
ら
れ
る
)
。

「
入
字
」

は
用

い
な
い
な
ど
、
儀
礼
は
簡
単
な
よ
う
で
あ
る

(ほ
か

に
酒

・
豚
肉

・
モ
チ
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
品
物

の
量
的
な
多
寡
が
重

視
さ
れ

て
い
る
)
。
加
え

て
首
飾

・
銀
箸

・
腕
輪

・
指
輪
な
ど
の

(銀

製
)
装
身

具
も
贈
ら
れ
、

(ま
だ
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
が
)

結
納
金

の
贈
与
も
な
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
だ
。
「土
人
」

の
な

か
で
も

「有
力
家
」
「櫨
市
に
近

い
者
」
と

「深
山
郷
僻
に
居
る
者
」

と
の
問

で
花
嫁

の
嫁
入
り
行
列
に
お
い
て
相
異
が
現
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
土
官

の
統
治
階
層

「官
族
」
は
領
民
統
治
の
た
め
に
領
民
と

自
ら
を
差
異
化
す
る
よ
う
漢
文
化
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
よ
う

で
、
漢
式
婚
姻
儀
礼

「六
礼
」
を
受
容
し
、
婚
儀
も
漢
式

に
沿

っ
て

い
る
。
当
然
、
不
落
夫
家
を
行
な

っ
て
い
な

い
。

し
か
し
結
納
に
は

ビ
ン
ロ
ウ
ジ
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は

「土
俗
」
か
ら
も
完

全
に
は
遊
離
し
き
れ
て
い
な
い
。
14
で
は
す

で
に
銀
元
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
が
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
も
ま
た
重
視
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、

15
で

は
、
縁
談
に
も
結
納

の
際
に
も
男
家
か
ら
の
贈

り
物
は
豚
肉
が
主
体

で
あ
る
。
表

3
で
は
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
が
漢
人
都

市
住
民

の
用
い
る
結
納

品
、
農
村

の

「土
俗
」
H
壮
族

の
習
俗
で
は
豚

・
牛

の
み
で
ビ
ン
ロ

ム
リ
　

ウ
ジ
や
菓
子
な
ど

の
物
は
用
い
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
結
納
品
と
し
て
基
本
的
に
は
ビ

ン
ロ
ウ
ジ
と
豚

・
牛

が
併
用
さ
れ
、
漢
人
と
の
差
異
化
の
た
め
か
ビ

ン
ロ
ウ
ジ
を
用

い
な

い
場
合
も
あ

っ
た
こ
と
、
こ
の
傾
向
は
清
代
初
期

～
中
期
に
お
い
て
、

所
に
よ

っ
て
は
民
国
期

に
ま
で
も
維
持
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
た
だ
、
他
方

で
清
中
期
以
降
銀
元
が
次
第

に
重
視
さ
れ
た
場

合
も
あ

う
た
よ
う

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次

の
記
事
が
あ
る
。

〔史
料

1
続
文
〕

結

納

は
乾

隆

・
嘉
慶

年

間

の
こ

ろ
は
、
皆

な

牛
を

用

い
、

ほ
か

に
羊

・
.

豚

・
鶏

な

ど

を
も
用

い

て
い
た
と
伝

え

ら

れ
る

(「水

礼

」
と

い
う

)
。

富

者

は
牛

な

ど
を
偶

数

分
揃
え

、
貧

者

は
単

数

と

し

て

い
た
。
道

光

・

成

豊

年

間

に
至

る

や
、
牛

に
代

わ

っ
て
銀

を

用

い
る

よ

う

に

な

っ
た

(「
折

乾

礼
」

と

い
う
)
。

(中

略
)

女

家

は
布

を

用

い
て
酬

い
る

(
「牛

撹

布

」

と

い
う

)
。

現
在

、
結

納

金

の
額

は
少

な

い
も

の
で
五

〇

～
六

〇
元

、
多

い
も

の

で
は

一
〇
〇

～

一
二
〇
元

に
な

る
。

そ

の
換

算

額

は
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か

つ
て
の
牛

一
頭
二
頭
の
値
に
な
る
。
こ
の
乾
礼
の
ほ
か
貧
者
は
銀
の

イ
ア
リ
ン
グ
と
腕
輪
を
、
富
者
は
金
の
イ
ア
リ
ン
グ

・
金
の
指
輪

・
玉

の
腕
輪
等
を
用

い
る
。
水
礼
に
は
四
種
類
の
海
産
物
を
加
え
る
。
結
納

を
贈
る
た
め
女
家
に
行
く
際
に
男
家
は
必
ず
別
に

「乳
猪
」
(生
ま
れ
た

て
の
豚
)

一
頭
を
備
え
る
。
花
嫁
が
嫁
ぐ
際
に
は
新
郎
も
迎
え
に
同
行
す

る
。
そ
の
時
に
は
豚
肉

一
〇
〇
斤
を
持
参
し
贈
り
、
女
家
は
錦
布
付
き
蒲

団

・
馬
を
返
礼
に
贈
る
。
た
だ
婚
約
を
す
る
だ
け
で
も
女
家
で
の
酒
宴
の

経
費
は
莫
大
な
も
の
が
あ
る
。
近
頃
は
花
嫁
を
迎
え
る
当
日
に
な
っ
て
、

初
め
て
正
式
に
結
納
を
贈
る
場
合
も
あ
り
、
比
較
的
簡
便
に
な
っ
て
い
る
。

〔史
料
2
続
文
〕

結
納
の
金
額
を
相
談
し
て
決
め
る
が
、
上
流
家
庭
は
八
〇
～
一
〇
〇
元
、

中
流
は
五
〇
～
七
〇
元
、
下
流
は
三
〇
～
四
〇
元
で
あ
る
。
両
家
が
仲

睦
ま
じ
い
場
合
、結
納
の
金
額
の
相
談
は
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
(中
略
)

結
納
の
贈
り
物
と
し
て
規
定
の
結
納
金
の
ほ
か
、
そ
れ
を
男
家
が
女
家

に
渡
す
日
に
男
家
が
子
豚

一
頭

・
鶏
二
羽

・
ア
ヒ
ル
ニ
羽
お
よ
び
シ
イ

タ
ケ

・
茶
葉

・
塩

・
砂
糖

・
麺

・
菓
子
を
備
え
、
そ
れ
ぞ
れ
を

一
包
み

ず
つ
包
む

(「水
礼
」
と
い
う
)。
媒
人
が
女
家
に
通
知
し
て
日
期
を
約

定
す
る
。
男
家
の
父
か
母
が
族
内
の
数
人
に
同
伴
を
も
と
め
女
家
に
送

る

(「押
礼
」
と
い
う
)
。
女
家
は
布
吊

・
紅
色
に
染
め
た
揚
き
モ
チ

・

モ
チ
が
し

砂
糖

・
樵

の
類
で
返
礼
す
る
。
婚
礼
に
は
、
男
家
で
は
吉
日
を
選
び

大
豚

一
頭

(五
〇
斤
以
上
)、
豚
肉
二
、
三
〇
斤
、
編
米
の
オ
コ
ワ
五
〇

斤
、
酒
四
〇
斤

(下
流
の
家
で
は
簡
素
に
な
る
)
を
前
日
に
嫁
方

へ
届

け
ハ
嫁
方
で
は

一
族
を
集
め
て
歓
飲
す
る
。
男
方
は
こ
の
際
に
少
女
二

人
を
媒
人
と
と
も
に
派
遣
し
て

「接
親
」
す
る

(中
上
流
家
庭
で
は
花

婿
が
親
迎
す
る
が
、
そ
の
際
に
嫁
方
に
泊
ま

っ
て
朝
ま
で
唱
歌
を
行
な

う
)
。
翌
日
、
新
郎
新
婦
が
連
れ
立

っ
て
夫
方
に
来
る
。
鼓
楽
の
音
が

天
ま
で
響
き
、
(花
嫁
を
送
る
)
女
性
た
ち
が
雲
の
よ
う
に
多

い
。
嫁

じ

さ
ん
ざ
い

方
は
欺
奮

と
し
て
帳
被

(蚊
帳

・
蒲
団
)

の
類
三
、
五
～

一
〇
セ
ッ

ト
を
備
え
て
贈
る
。
或
は
ま
た
牛
馬
を
送
る
者
も
あ
る

(そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
実
情
に
応
じ
て
量
を
決
め
る
)。

史
料

1
続
文
か
ら
は
、
乾
隆

・
嘉
慶
年
間
の
こ
ろ
ま

で
は
牛
を
主
体

に
羊

・
豚

・
鶏
な
ど
を
用

い
て
い
た
の
が
、
道
光

・
成
豊
年
間
に
は

牛
に
代
わ

っ
て
銀
元
を
主
体
と
し
ほ
か
に
金
銀
装
飾
品
を
用

い
る
よ

う
に
な

っ
た
こ
と
、
史
料
2
続
文
で
も
結
納
が
銀
元
で
支
払
わ
れ
、

ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
物
品
が
贈
与
さ
れ
女
家
か
ら
も
答
礼

の

品
が
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
結
納
に
つ
い
て
次

の
記
事

も
あ
る
。

〔史
料
3
〕
民
国

『明
江
県
志
』
、
人
物
紀

「風
俗
」

ゆ
い
の
う

モ

チ

下
定
の
時
、
積
榔

・
キ
ン
マ
の
葉

・
糀
米
の
オ
コ
ワ
・
香
樵
の

「四
色
」

を
用
い
る
。
並
び
に
首
飾
り
に
代
え
て
銀
二
元
を
贈
る
。
下
定
の
後
、

年
中
行
事
の
た
び
に
、
節
食
と
し
て
備
え
た
食
物
を
醜
送
す
る
。
ま
た

下
定
の
時
に
、
香
樵
四
盆
分

・
銀
二
〇
元
な
い
し
三
〇
元
を
も

っ
て
年

中
行
事
の
際
に
贈
る
礼
物
に
代
え
る
も

の
も
あ
る
。
下
定
の
日
、
男
方

で
富
者
は
親
戚

・
朋
友
を
招

い
て
宴
飲
す
る
が
、
貧
者
に
は
無

い
。

(中
略
)
婚
礼
前
の
半
年
以
内
に
ま
ず
小
礼
を
女
家
に
納
め
る
。
ま
た
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檀

榔

・
キ

ン

マ

の
葉

を
贈

り

、
別

に
吊

三

〇
元
分

を
も

用
意

す

る
。
富

じ
さ
ん
き
ん

家
は
四
、
五
〇
元
も
の
串
を
用
意
す
る
。
女
家
が
嫁
奮

を
用
意
す
る
元

手
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
女
家
は
、
青
布

一
端
を
答
礼
に
用
い
る
。
富

家
は
綱
鍛
を
用
い
る
。

こ
こ
で
贈

ら
れ
る
品
物
と
し
て
キ
ン
マ
用
具

(材
料
)
と
と
も
に
オ
コ

ワ
や
モ
チ
な
ど
精
米
製
品
が
首
飾
り
や
銀
元
の
代
替
物
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
相
性
占
い
に
つ
い
て
、
前
掲
表
2
1
11

・
13
に
よ
る
と

「土

人
」
の
も

と
で
は

「入
字
」
は
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
12
の

「土

民
」
の
場

合
、
「
八
字
」
を
得
る
よ
う

に
な

っ
て
は

い
る
が
、
実
際

に
は
鶏
ト

や
醸
造
酒

の
味
に
よ

っ
て
相
性
を
占

っ
て
い
た
と

い
う
。

「鶏
卜
」
と
は
、
鶏
骨

の
裂
け
目
に
よ
る
吉
凶
判
断
法
で
、
壮
族

に

独
自

の
も

の
と
は
限
ら
な
い
が
、
両
広
地
域
に
見
ら
れ
る
古

い
習
俗

ムロ
　

の

一
つ
で
あ
る
。
八
字
と
酒

の
醸
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
記
事

も
あ
る
。

〔史
料
4
〕

雍
正

『広
西
通
志
』
九
三
、
諸
蛮
、
蛮
彊
分
隷

「永
寧
州
」

婚
約
は
先
に
男
女
の
年
庚
を
書
く
。
酒
を
甕
中
で
醸
す
。
酒
が
良
く
で

き
れ
ば
結
婚
す
る
。
女
家
は

一
族
を
集
め
薦
笛
を
吹
い
て
嫁
を
送
る
。

(夫
方

で
)
夜
通
し
歌
飲
し
、
朝
に
嫁
を
連
れ
て
生
家
へ
帰
る
。
数
年

じ
さ
ん
き
ん

経

っ
て
嫁
が
長
ず
れ
ば
、
更
め
て

粧

を
用
意
す
る
が
そ
れ
は
ま
る

で
初
婚

の
礼
の
よ
う
だ
。

こ
こ
で
は
八
字
を
書

い
た
庚
帖
を
取
る
ほ
か
に
、
同
時
に
酒

の
醸
造

を
し
、
そ
の
結
果

(出
来
映
え
)
に
よ

っ
て
吉
凶
判
断
を
し
て
い
る

バぜ
　

か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
八
字

と
醸
造
酒
と
を
併
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
る

(な
お
、
史
料

4
か
ら

は
清
代
中
期
に
所
に
よ

っ
て
は
早
婚
も
見
ら
れ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
)
。
史
料
1

・
2
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
清
末
以
降
に
は
八
字
が
婚
礼
ま
で
の
過
程
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
清
代
中
期

に
広
西
西
部
で
壮
族

文
化
と
が
並
存
し
な
が
ら
も
漢
文
化
が
次
第

に
mja(透
し
て
い
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

表
2
-
11
で
は
、
お
そ
ら
く
都
市
民
の
間

で
、
納
采

・
納
吉

・
納

徴

・
請
期

・
親
迎
と
婚
姻
儀
礼
が
複
雑
化
し

て

い
る
。
13
で
は
、
土

官

の
官
族

の
問
で
は
漢
人
同
様
に

「六
礼
」
を
受
容
し
領
民
と
の
相

違
が
生
じ
て
い
る
。
史
料

1

・
2
、
表

2
1
15
で
は
媒
人
の
仲
介

・

入
字
の
使
用
が
定
着
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
史
料
2
続
文

で

は
礼
物
を

一
つ

一
つ
包
む
こ
と
が
、
表

2
1
13
で
は
礼
物
に
紅
布
を

巻
く
こ
と
が
、
史
料

3
で
は
年
中
行
事

の
た
び

に
両
家
の
間
で
贈
答

が
行
な
わ
れ
て
い
る

(贈
答

の
応
酬
は
史
料

2
続
文
か
ら
も
窺
わ
れ

る
)
。
以
上
か
ら
、
儀
礼
が
複
雑
化

・
漢
化
す
る
傾
向

に
あ

っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

本
章
か
ら
、
婚
礼
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
、
結
納

・
相
性
占

い

・

儀
礼

の
複
雑
化

の
三
点
に
お
い
て
変
化
し
漢
化
す
る
傾
向
に
あ

っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
と
も
に
す
で
に
引
用
し
た
記
事
か
ら
は
婚
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礼
当
日

の
状
況
も
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
表

2
-
12
か
ら
は
、
「土
民
」

の
場
合

、
嫁
方
で

一
族
親
戚
が
集
結
し
て
酒
宴
が
開
催
さ
れ
、
婿
が

薄
暮
に
先
に
帰
り
、

の
ち
夜

に
嫁
入
り
の
運
び
と
な
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
2
1
13
か
ら
は
、
夫
家

で
の
婚
礼

の
後
に
花

嫁

に
随
行
し
た
女
性
た
ち
と
夫
方
の
者
と
の
問

で
夜
通
し
対
歌
が
行

な
わ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
婚
礼
当
日
の
諸
活
動
に
つ
い
て

は
次
章

で
あ
ら
た
め
て
検
討
し
よ
う
。

四

不
落
夫
家
の
開
始
と
期
間
中
の
花
嫁
の
行
動

e

婚
礼
当
日
の
状
況

ω

花

嫁
の
送
迎

前
掲
史
料

2
続
文

で
は
、
婚
礼

の
前
日
に
夫
方
か
ら
嫁
方

へ
酒

肴

・
精
米

の
オ
コ
ワ
が
届
け
ら
れ
、
嫁
方
で

一
族
を
集
め
て
宴
会
が

行
な
わ

れ
て
い
る

(表
2
1
12
も
同
様
)
。
壮
族

の
婚
礼
の
特
徴
は

史
料
2
続

文
や
表
2
1
14
に
見
え
る
よ
う
に
親
戚
友
人
が
多
数
集
ま

り
盛
大

に
祝
宴
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
唱
歌
が
伴
な
わ
れ
る
点

に
あ

り
、
嫁
方

で
の
唱
歌
は
婚
礼
の
数
日
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
点

に

つ
い
て
、
民
国

『遷
江
県
志
』
二
、
風
俗

「婚
嫁
」
に
は
、
婚
礼

の
三
日
前

に
女
性
の
親
友
、
伴
娘
た
ち

に
来
て
も
ら
い
花
嫁
と

一
緒

に
過
ご
す

こ
と
、
当
日
の
夕
方
に
花
嫁
は
伴
娘
た
ち
に
伴
わ
れ
て
巽

泣
し
て
離
別

の
情
を
訴
え
る
こ
と
、
そ
の
後
終
夜

(夫
家
で
)
互
い

バお
　

に
唱
歌
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

嫁

に
同
行
す
る
伴
娘
は
、
先
の

『遷
江
県
志
』
や
表

2
レ
ー3
で
は

「親

(戚
)
・
友

(人
)
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
嫁

の
親
戚
関
係
に
あ

る
者
か
友
人
関
係
に
あ
る
者
が
な

っ
た
。
な

お
、
漢
人

の
も
と
で
見

ら
れ
る

「同
年
」

(同
じ
く
ら
い
の
年
齢

の
者

に
よ
る
擬
制
的
な
親

族
関
係
)

の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
が
、
「同
年
」
関
係
に
あ
る
者
が

嫁
入
り
に
際

し
て
と
る
行
動
は
、
管
見

の
限
り
で
は
史
料

で
は
明
確

に
し
得
な
い
。
さ
ら
に
、
所
に
よ

っ
て
は

「
十
姉
妹
」
と
呼
ば
れ
る

結
拝
儀
礼
を
経

て
結
ば
れ
た
娘
た
ち
が
随
行

し
た
。
こ
の
点

に
つ
い

て
解
放
直
後

の
武
鳴
県
の
調
査
報
告

に
記
事

が
あ
り

(「武
鳴
県
憧

族
婚
姻
情
況
」
)
、
先
に
挙
げ
た
先
行
研
究
か
ら
も
そ
の
存
在
が
窺
わ

ム
あ
　

れ
る
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
史
料
的
に
十
分
な
材
料
を
得
て
い
な
い
。

さ
て
、
表
3

「土
俗
」
に
よ
る
と
、
婚
礼
当
日
、
夫
方
か
ら

「幼

女
二
人
」
と

「土
巫
」
が
花
嫁
を
先
導
す
る
た
め
に
来
た
。
嫁
方
か

バね
　

ら
は
三
〇
～
五
〇
人
も
の
男
女
が
随
行
し
た
。
花
嫁
は
傘
を
さ
し
て

バレ
　

歩
行
す
る
。
こ
こ
で

「土
巫
」
が
迎
え

て
い
る
こ
と
と
嫁
を
送
る
人

員
の
数

の
多
さ
、
花
嫁
が
歩
行
し
て
傘
を
さ
し

て
行
く
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
嫁
入
り
行
列
に
つ
い
て
さ
ら
に
次

の
記
事

が
あ
る
。

〔史
料
6
〕

民
国

『河
池
県
志
』
二
、
輿
地
下

「風
俗
」

郷
間
の
女
子
は
、
初
め
嫁
ぐ
と
き
に
奮
赦
を
持

っ
て
こ
な
い
。
女
家
か

ら
は
嫁
を
送
る
人
間
は
幾
人
と
も
限
ら
な
い
。
男
家
か
ら
は
三
人
と
童

子

一
人
が
迎
え
に
来
る
。
(中
略
)
女
側

の
送
親
の
陪
伴
嫁
娘
は
、
嫁
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に
寄
り
添

っ
て
離
れ
な
い
。
こ
の
た
め
婿
は
嫁
が
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
。

三
朝
の
回
門
の
際
に
は
、
婿
と
同
輩
た
ち
が
嫁
を
送
り
、
郊
外
に
出
る

と
嫁
側

の
女
性
た
ち
と
互
い
に
対
歌
を
す
る
。
(意
中
の
相
手
が
見

つ

か
る
と
)
タ
バ
コ
の
葉

・
ハ
ン
カ
チ
を
交
換
し
て
記
念
と
す
る
。

〔表
1
-
7
続
文
〕

婚
礼
の
日
、
迎
親
送
女
た
ち
が
歌
う
が
、
声
が
林
木
を
振
る
わ
せ
る
ほ

ど
で
あ
る
。
嫁
が
夫
家
に
至
っ
た
後
、
夫
の
父
が
彼
女
の
背
を
三
回
撃

つ
。
嫁

は
夫
か
ら
贈
ら
れ
た
天
秤
棒
で
水
を
汲
ん
で
甕
の
中
に
入
れ
て

か
ら
生
家

へ
戻
る
。

史
料
6
で
は
、
婿
か
ら
見
て
嫁
が
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の

ム
あ
　

伴
娘
た
ち

が
嫁
に
寄
り
添

っ
て
夫
家
に
来
る
情
景
が
窺
わ
れ
る
。
表

1
1
7
続

文
で
は
、
婚
礼
の
当
日
に
、
夫
方
か
ら
の
出
迎
え

の
者
と

嫁
方
か
ら

の
送
別

の
者
と
が

(夫
方

へ
行
く
途
中

の
路
上

で
)
「歌

声
が
林
木

を
振
る
わ
す
」
よ
う
に
盛
大
に
対
歌
を
行
な

っ
て
い
る
。

表

2
-
13
に
よ
る
と

「有
力
家
」
や

「嘘
市
に
近

い
者
」

の
花
嫁
鳳

2
～
4
人

で
担
ぐ
飾
り
輿
に
乗
り
、
楽
隊
の
先
導
付
き
の
嫁
入
り
行

列
を
な
し
、
爆
竹
を
放
ち
な
が
ら
道
中
を
進

ん
だ
。
だ
が

「深
山
郷

僻
に
居
る
者
」

の
場
合
、
花
嫁
は
雨
傘
を
さ
し
歩
行
し
て
婦
女
た
ち

が
こ
れ
を
囲
ん
で
送

っ
た
。
婚
礼

の
行
列
に
お
い
て
も
、
社
会
階
層

や
居
住
環
境
に
よ

っ
て
は
相
違
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
「有
力
家
」
°
の

場
合
、
漢
化
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
嫁
迎
え
習
俗
に

ムむ
　

は
こ
う
し
た
階
層
差

の
ほ
か
、
広
西
で
も
地
域
差
が
見
ら
れ
た
。

婚礼の日、花嫁に随行してきた人々と夫方の人々が儀礼的な対歌を
する場面q993年12月 、南丹県月里郷にて)
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以
上
か
ら
、
婚
礼
の
前
に
多
く

の
伴
娘
が
来
て
花
嫁
に
随
行
し
た

こ
と
、
彼
女
た
ち
が
花
嫁
と
と
も

に
唱
歌
を
し
、
ま
た
祝
宴

で
も
そ

れ
を
行
な

っ
た
こ
と
、
嫁
入
り
行
列
に
は
漢
化
の
傾
向
も
見
ら
れ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

②

夫
方

で
の
儀
礼

婚
礼

の
日
に
夫
方

で
は
ど

の
よ
う
な
儀
礼
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
不
落
夫
家
婚

の
場
合
、

一
旦
夫
方

へ
嫁
入
り
し
た

後
に
花
嫁

が
里
方

へ
帰
り
、
以
降
受
胎
す
る
ま
で
主

に
里
方
で
過
ご

す
こ
と

に
な
る
が
、
婚
礼

の
後
何
日
目
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
で

里
方
に
帰

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
表

1
1
1
続
文

に
次

の
記
事
が
あ
る
。

成
婚
の
日
、
婦
は
夫
家
に
帰
す
が
、
舅
姑
に
会
わ
ず
、
夫
と
も
接
せ
ず
、

便
戸
か
ら
出
る
。

明
代
中
期
、
花
嫁
は
夫
方

で
夫

の
父
母
に
も
会
わ
ず
に
、
す
ぐ
に
裏

ロ
か
ら
出

て
里
方

へ
帰

っ
た
の
で
あ
る
。
表

1
1
4
前
文
で
も

「花

嫁
を
嬰

っ
た
そ
の
日
に
嫁
は
た
だ
ち
に
里
方

へ
帰
り
、
夜
は
近
隣
の

女
性
と
と
も

に
住
む
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『赤
雅
』
上

「丁
婦
」

に
も
、
「婚
礼

の
日
に
嫁
は
即
ち
に
母
家
に
還
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
後
に
花
嫁
は
夫
方
に

一
、
二
日
泊
ま
る
よ
う
に
な
り
漢
式

の
婚
礼
に
近
づ
く
よ
う

に
な

っ
た
。
夫
方

で
の
婚
礼
に
つ
い
て
表
2

-
15
続
文

に
次

の
記
事
が
あ
る
。

婚
礼
の
日
、
男
家
が
豚
肉

・
白
米

・
粉
餐

・
腕
輪

・
耳
飾
り

・
酒
そ
れ

ぞ
れ
若
干
を
用
意
し
て
、
小
規
模
な
楽
隊
を
付
け
る
。
輿
は
用
い
な
い
。

女
家
も
嫁
粧
を
備
え
ず
た
だ
女
春

(
一
族
中
の
婦
女
)
数
人
が
新
婦
に

伴
い
歩
行
し
て
男
家
に
行
く
。
夫
家
で

「登
堂
拝
祖
」
の
後
、
女
春
は

新
婦
と
と
も
に
夫
方
で
一
晩
過
ご
す
。
翌
朝
、
新
婦
と
と
も
に
生
家
に

帰
る

(夫
妻
の
合
歓
は
な
い
)
。

こ
こ
で
は
花
嫁
は
夫
方

の
正
庁

で
謁
祖
し
、

そ
の
儀
礼
の
終
了
後
、

随
行
し
て
き
た
伴
娘
数
人
と
と
も

に

一
晩
過

ご
し
、
翌
朝
に
伴
娘
た

ち
と
と
も

に
里
方

へ
帰

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
先
の
史
料
2
の
続

文
に
は
、

(正
庁

の
祭
壇

で
)
夫
方

の
祖
先
お

よ
び
尊
長
を
拝
ん
だ

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
2
1
13
で
は
夫
婦

の

「交
拝
」
の
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
2
続
文

で

「
ほ
か
の
儀
礼
を
行

な
う
者
は
少
な
い
」
と
さ
れ
、
ま
た
表

2
-

12
続
文
で
、
夫
方
で
も

飾
り
蝋
燭
は
用

い
ず

「合
薔
」

(夫
婦

の
交
杯
)

の
儀
礼
も
な
か

っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
夫
方

で
の
婚
礼
自
体
が
比
較
的
簡
素
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
漢
式
儀
礼
を

一
定
租
度
受
容
し
な
が
ら
も
儀
礼
が

簡
略
化
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

。

夫
方

で
の
儀
礼
が
終
了
す
る
と
、
表

2
-

13

・
表
3

「
土
俗
」
な

ど
に
み
え
る
よ
う
に
、
洞
房
に
お
い
て
夫
方

の
親
友
た
ち
と
嫁

に
随

行
し
て
き
た
者
た
ち
と
が
花
嫁
を
囲
ん

で
夜

を
徹
し
て
唱
歌
を
し

た
。
漢
式
儀
礼
を
受
け
い
れ
な
が
ら
も
他
方

で
は
対
歌

の
伝
統
も
維

ム
　
　

持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

巧g-一 壮族の婚姻習俗『不落夫家』に関する史的考察
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婚
礼
後
に
お
け
る
嫁

の
里
方

へ
の
移
動

婚
礼

の
後
に
嫁
は
里
方

へ
と
帰
る
こ
と
に
な
る
が
、
表
2
1
12

・

13
で
は
翌
朝
に
は
帰

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
次

の
よ
う
な
場
合
が
見

ら
れ
た
。

〔史
料
9
〕

趙
翼

『管
曝
雑
記
』
三

「辺
郡
風
俗
」

そ
の
俗

は
成
婚
す
る
の
が
早
い
と

い
っ
て
も
、
初
婚
の
時
に
夫
妻
は
例

と
し
て
同
宿
し
な
い
。
婚
礼
の
夕
に
、
嫁
は
夫
方
の
隣
り
の
堰

一
人
を

拝
ん
で
そ
の
乾
娘
と
な
っ
て
、
こ
れ
と
と
も
に
寝
る
。
三
日
以
内
に
、

義
父
母

の
た
め
に
天
秤
棒
で
数
回
水
を
汲
ん
で
、
即
ち
に
母
家
に
帰
る
。

す
な
わ
ち

、
婚
礼
の
当
夜
、
花
嫁
は
夫
方

の
近
隣
に
住
む
女
性
の
「乾

娘
」
と
な
り
、
こ
れ
と
と
も
に
泊
ま
り
、
三
日
以
内
に
夫
の
父
母
の

ムれ
　

た
め
に
水

汲
み
を
し
て
か
ら
里
方
に
帰

っ
た
と
い
う
。
名
づ
け
を
め

ぐ
る
擬
制
的
な
親
族
関
係
を
示
す

「乾
娘
」
は
漢
人
側
か
ら
の
表
記

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
そ
れ
に
似
た
状
況
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
婚
礼
以
前
に
あ
ら
か
じ
め
寄

宿
先
を
探

し
て
お
き
婚
礼
後

に
そ

の
家
に
行
く
と

い
う
主
旨

の
記
事

も
あ
る

(民
国

『鳳
山
県
志
』

二
、
風
俗

「婚
之
隔
習
」
)
。
な
お
、

水
を
汲
ん

で
か
ら
里
方

へ
帰
る
の
は
表

1
1
7
の
続
文
に
も
記
さ
れ

て
い
る
。
舅
が
嫁

の
背
を
三
回
打
ち
、
嫁
は
夫
か
ら
贈
ら
れ
た
天
秤

棒
を
用

い
て
水
を
汲
ん
で
甕
に
入
れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
夫
方

で
嫁
の
す

る
台
所
仕
事
が
水
を
汲
む
行
為

で
あ
る
と
い
う
漢
人
的
観

念
の
影
響

が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

史
料
1
続
文

の
場
合
、
嫁
は
夫
方

へ
来
て
信

宿

(二
夜
)
経

っ
て

か
ら
三
日
目
の
朝
に
里
方

へ
帰

っ
て
い
る
。
史

料

2
続
文
で
も
婚
礼

後
三
日
目
に
帰
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
二
夜
は
嫁

に
随
行
し
て
き
た
数

十
人
も
の
伴
娘
が

「群
を
成
し
て
」
洞
房
で
対

歌
を
し
て
い
る
。
花

嫁
が
婚
礼
後
三
日
目
の
朝
に
里
方
に
戻
る
点

は
漢
族

の
「
三
朝
回
門
」

を
想
起
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
漢
族

の

「回
門
」

で
は
夫
婦
が
嫁
の
生

家
を
訪
問
し
て
嫁
方
親
族
に
婚
礼
を
披
露
す

る
目
的
を
終
え
る
や
当

日
に
夫
家
に
戻
る
が
、
壮
族
の
場
合
、
そ
れ
と
は
異
な

っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
嫁
が
生
家
に
戻
り
、
以
降
そ
こ
に
居
住
す
る
始
ま
り
が

「回
門
」
と
称
さ
れ
た
。
史
料
6
で
も
そ
の
こ
と
が

「
三
朝
回
門
」

　
お
　

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点

に
関
し
て
次
の
記
事
が
あ
る
。

〔史
料
10
〕

『古
今
図
書
集
成
』
方
輿
彙
編
、
職
方
典

一
四
四
三
、
南
寧

府
風
俗
考
、
永
淳
県

「撞
人
」

そ
の
婚
礼
に
至

っ
て
は
、
尤
も
笑
う
べ
き
で
あ
る
。
女
が
夫
家
に
帰
る

や
、
即
ち
に
生
家

へ
還
る
。
嫁
し
て
婚
を
成
さ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事

の
著
者
は
、
「笑
う

べ
き
」
習
俗

で
あ
る
と

い
う
見
解
を

表
示
す
る
と
と
も
に
、
「嫁
し
て
婚
を
成
さ
な

い
」
、

つ
ま
り
婚
礼
を

行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
も
結
婚
が
成
立
し
て

い
な

い
と
い
う
表
現
を

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
漢
文
化
の
物
差
し
で
は
理
解
さ
れ
に
く

い
習
俗

の
説
明
を
試

み
て
い
る
。
婚
礼
に
参
加
し
水

汲
み
を
し
て
も

(即
日

生
家

へ
帰
ろ
う
と
も
三
日
目
に
帰
ろ
う
と
も
)
、
畢
寛
、
漢
文
化
の

i60



伝
統
的
な
尺
度
か
ら
す

る
と
婚
礼
に
よ

っ
て
結
婚
が
成
立
し
な
か

っ

た
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
次
に
花
嫁
の
行
動
を
見
る
こ
と
に
よ

っ

て
よ
り
明
確
に
な
ろ
う
。

口

別
居
期
間
に
お
け
る
状
況

ω

夫
方

と
の
往
来

婚
礼
の
後
、
里
方

へ
帰

っ
た
花
嫁
は
里
方
で
ど

の
よ
う
な
行
動
を

と

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
夫
方
と
の
問
で
い
つ
ど

の
よ
う
に

往
来
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
花
嫁
が
里
方

へ
帰

っ
て
か
ら

初
生
児

の
出
生
ま
で
の
時
期

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
明
末

の
次

の
史
料
が
あ
る
。

〔史
料
11
〕

『噂
西
叢
載
』

一
入
、
蛮
習
、
王
士
性

《桂
海
志
続
》
、
「狸
」

た
だ
耕
作
収
穫
、
四
時
節
令
の
折
に
の
み
は
じ
め
て
美
家
に
行
く
。
夫

家

へ
至

っ
て
も
、
夫
と
言
葉
を
か
わ
さ
ず
同
宿
も
せ
ず
、
(夫
家
の
)

隣
家
の
婦
女
宅
に
寄
宿
す
る
。

表
1
-
7
続
文
に
も

「年
に

一
度
夫
方

へ
行
き
田
作
を
助
け
る
」
と

あ
る
。
表

3

「土
俗
」
に
も

「社
日

・
挿
秩
日

・
収
禾
日
の
と
き
に
、

夫
家

へ

一
度
い
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
3
の
場
合
、
水
稲
耕
作

の
田
植

・
収
穫
の
日
に
帰
る
の
で
あ
る
。
史
料
1
続
文
に
は
次

の
記

事
が
あ
る
。

(嫁

が
里
方

へ
帰

っ
て
)

以
後

、

種

地

・
挿

田

・
勢

禾

の
時

期

に
な

る

た
び

に
、
ま

た
夫

家

の
房

族

に
婚
喪

事

が
あ

れ
ば
、
新

婦

は
必

ず

夫
方

へ
来

る

。
久

し
く

経

つ
と

、

五
日
、

一
〇
日
、

二
〇

日
、

一
ヵ
月

と
央

家

へ
留

住

す

る
よ

う

に
な

る
が

ハ

そ
れ

で
も
ま

た
生
家

に
帰

っ
て

一
月

あ

る

い
は
旬

日
と

暮

ら

す
。

一
八
、
九

歳

に
達

し

て
初

め

て
団

聚

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

田
植

・
収
穫
期
に
は
新
婦
は

「必
ず
来
る
」
必
要
が
あ

っ
た
と

い
う

が
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
記
事
が
手
が
か
り
を
与
え
る
。

〔史
料
12
〕

民
国
三
五
年

『東
蘭
県
政
紀
要
』

(甲
)
県
政
概
況
、
総
述
、

九

「風
俗
」

出
嫁
し
た
女
は
、
信
宿
後
に
生
家
へ
帰
る
。
毎
年
、
農
作
及
び
収
穫
の

あ
や
ま
ち

時
の
み
夫
家
へ
戻

っ
て

一
、
二
日
、
或
は
数
日
住
む
。
故
に
多
く
外
過

に
染
ま
る
の
は
こ
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
嫁
に
夫
方
に
帰
る
と
い
う
意

思
が
有
れ
ば
母
は
そ
の
こ
と
を
即
ち
に
男
家
に
伝
達
す
る
。
棉
余
田を
作

る
と
い
う
こ
と
に
名
を
か
り
て
夫
家
に
来
る
。
そ
の
際
に
女
家
は
親
族

の
者
を
誘

っ
て
同
伴
し
て
も
ら
う
。
少
な
い
場
合
で
数
十
人
、
多
い
時

に
は

一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
に
も
達
す
る
。
大
豚
を
屠
殺
し
、
糀
米
の
オ

コ
ワ
を
蒸
し
、
朝
食
と
し
て
用
意
す
る
。
四
隣

の
少
年
た
ち
が
雷
の
如

く
歓
声
を
挙
げ
て
、
群
が

っ
て
焼
畑
の
地
に
行
き
、
そ
こ
で
対
歌
し
て

相
い
調
笑
し
晩
に
及
ぶ
。
夫
家
も
ま
た
大
豚
を
屠
殺
し
、
酒

・
飯
を
備

え
て
款
待
す
る
。
男
女
の
唱
歌
は
、
翌
朝
に
な

っ
て
は
じ
め
て
解
散
す

る
。
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す
な
わ
ち

、里
方

へ
帰

っ
た
花
嫁
は
農
作

・
収
穫
の
際
に
夫
方

へ

一
、

二
日
あ
る

い
は
数
日
間
戻
る
。
花
嫁
に
夫
方

へ
定
住
す
る
意
思
が
あ

る
場
合
、
嫁

の
母
が
そ
の
こ
と
を
夫
方
に
伝
達
す
る
。
夫
方

へ
来
て

焼
畑

で
綿
花
を
植
え
る
と
い
う
こ
と
を
口
実
に
す
る
。
嫁
の
親
族
数

十
人
か
ら

二
百
人
も
が
来

て
、
豚
を
つ
ぶ
し
糀
米

の
オ
コ
ワ
を
作

っ

て
宴
会
を
す
る
。夫
方
も
豚

・
酒

・
飯
を
用
意
す
る
。
(夫
方

の
村
の
)

少
年
た
ち
も
歓
声
を

「
雷
の
如
」
く
挙
げ
て

「群
が

っ
て
」
行
き
、

(嫁
方
か
ら
来
た
者
と
)
対
歌
を
行
な
う
と

い
う
。
花
嫁
が
夫
方

に

定
居
す
る
と
き

の
宴
会
は
、
実
質
的
な
婚
礼
宴
を
想
像
さ
せ
る
規
模

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
宴
会
が

(花
嫁
が
来
る
口
実
と
し
て
も
)

焼
畑
を
作

る
地
点

で
行
な
わ
れ
て
い
る
点
が
注
意
を
惹
く
。
こ
こ
か

ら
、
花
嫁
が
夫
方

に
来
て
農
作
業
に
参
加
す
る
の
は
労
働
力
と
し
て

よ
り
も
儀
礼
的
な
意
味
合

い
が
強
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、

嫁
は
夫
方

に

一
、
二
日
程
度
し
か
滞
在
し
て
い
な

い
が
、
こ
の
点
、

田
曙
嵐
に

よ
る
と
篭

寧
県

で
は
、
嫁

は

「毎
歳
夫
方

に
来

る
の
は

多
く
と
も

三
、
四
日
を
過
ぎ
な
い
。
他
は
生
家
で
仕
事
を
す
る
」

[田

}
九
三
五

"
六
五
ー
六
六
]

の
で
あ
り
、
奉
議
県

で
も

「毎
年

一
、

二
回

(或
は
三
回
)
の
み
夫
家
に
来
る
。毎
回
僅
か

一
、
二
日
で
帰
る
。」

[田

一
九

三
五

"
一
二
五
-

一
二
七
]

の
で
あ
る
。
儀
礼
的
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
嫁
が
全
体

の
仕
事
量
か
ら
み
る
と
ご
く
僅
少
に

過
ぎ
な

い
短
期
間
し
か
夫
方
に
滞
在
し
な

い
の
も
自
然
の
成
り
行
き

へ
お
　

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
先

の
史
料
、
表

3

「土
俗
」
全

文
で
は
田
植
え

・
収
穫

の
ほ
か
に
社
日
に
も
来
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
漢
人
に
起
源
す
る
祭
り
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
壮
族

の
人

々
に

と

っ
て
豊
作
を
も
た
ら
す
重
要
な
行
事
と
考

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
新
婦
が
年
中
行

事

の
際
に
来
る
と
記

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
夫
方
で
は
花
嫁
は
多
く
の
史
料
に
あ
る

よ
う
に
夫
と
同
宿
し
な

い
。
そ
の
た
め
に
近

隣
に
寄
宿
先
が
必
要

で

あ
る
。
な
お
、
同
宿
は
も
と
よ
り
、
史
料

11
で
は
嫁
は
夫
方
に
行

っ

て
も
夫
と
言
葉
を
さ
え
交
わ
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
嫁
が
夫
方

へ

来

て
ま
た
生
家
に
戻
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、嫁

の
意
思
に

一
任
さ
れ
、

他
人
が
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
次

の
記
事

も
重
要
で
あ
る
。

〔史
料
13
〕

『南
寧
民
国
日
報
』

一
九
三
二
年
四
月
二
〇

・
二

一
日

「南

寧
郷
村
婚
嫁
的
悪
習
」
(採
訪
)

花
嫁
が
生
家

へ
帰

っ
た
後
、
夫
家
は
嫁
方

へ
行

っ
て
嫁
を
探
し
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
嫁
の
父
母
も
嫁
に
強
制
し
て
夫
家
へ
帰
ら
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
だ
自
然
の
成
行
き
に
任
せ
る
の
み
で
あ
る
。
毎
月

初

一
、
一
五
日
に
は
じ
め
て
夫
家
に
来
て
夷
の
祖
先
を
拝
む
。
た
だ

一
、

二
時
間
ほ
ど
滞
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
年
中
行
事
の
つ
ど
夫
家

へ
行
く

が
滞
在
時
間
は
短
か
く
、
長
く
と
も

一
夜
夫
家
に
泊
ま
る
だ
け
で
あ
る
。

た
と
え
夫
家
で
厳
し
く
監
視
し
よ
う
と
し
て
も
嫁
は
問
に
乗
じ
て
遁
去

す
る
。
甚
だ
し
い
場
合
に
は
田
間
あ
る
い
は
路
上
で
出
会

っ
た
時
に
夫

が
嫁
を

「賊
を
捉
え
る
よ
う
に
」
連
れ
戻
そ
う
と
す
る
。
植
え
付
け
の

時
期
に
は
新
婦
は
夫
方
の
田
地

へ
行
き
仕
事
を
す
る
が
、
夫
の
家
に
は

i6a



入
ら
ず
、
飲
食
物
も
義
母
が
田
間

へ
送
り
届
け
る
。
そ
し
て
農
作
業
が

終
わ
れ
ば
そ
の
ま
ま
生
家
へ
戻
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
数
年
あ
る
い
は

半
年

・
一
年
と
経
っ
て
嫁
が
夫
家
に
戻
り
た
い
と
決
心
し
て
か
ら
、
夫

側
は
は
じ
め
て
同
居
し
よ
う
之
す
る
目
的
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
嫁
は
夫
家
の
祖
先
祭
祀
の
折
に
来
て
祖
先
を
拝
む
よ
う

に
な

っ
て
い
る
が
、
し
か
し

一
、
二
時
間
ほ
ど
祖
先
祭
祀
を
す
る
ほ

か
は
何

も
家
事
を
し
て
い
な

い
。
食
事
も
義
母
が
田
地
に
い
る
嫁

へ

届
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
彼
女
は
農
繁
期
に
は
夫
の
家
に
入
ら
ず
に

直
接
田
地
に
来
て
そ
こ
か
ら
生
家

へ
帰

っ
て
い
る
。
ま
た
夫
家

・
生

家
も
と
も
に
彼
女
に
夫
家
に
戻
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
定

居
す
る
の
は
嫁

の
意
思
次
第

で
あ
る
と
い
う
が
、他
方
で
(史

料
1
続
文
に
あ
る
よ
う
な
夫
家
に
よ
る
嫁

の
虐
待

に
ま
で
は
至

っ
て

い
な

い
が
)
夫
が
嫁
を
捉
ま
え
て
拘
束
し
よ
う
と
し
た
り
、
嫁
が
夫

家
の
監
視
を
受
け
る
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
よ
う
変
化
し
て
い
る
こ

ハム
　

と
も
注

目
さ
れ
る
。

以
上

か
ら
、
不
落
夫
家
期
間
中
に
お
い
て
は
婚
姻
関
係
が
確
定
し

て
お
ら
ず
嫁
が
夫
方

・
嫁
方
双
方

へ
両
属
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
史
料

13
で
嫁
が
夫
家

の
生
活
に
関
与
し
て
い
な
い
の
に
祖
先

祭
祀
を
行
な

っ
て
い
る
の
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
表
2
-
15

続
文
に
、

毎
年
四
、
五
月
の
間
の
農
繁
期
に
花
嫁
は
夫
方

へ
帰
り
三
、
五
日
仕
事

を
す

る
。

こ
れ
を

「幕

工
」

と

い
う

。

こ

の
よ
う

に
し

て
三

～
五
年
経

ち
妊

娠

す

る

の
を

待

っ
て
、
女

方

の
父
母

は
初

め

て
帳

被

(蚊

帳

・
蒲

団
)

を
用

意

し
、
花

嫁
を

夫
家

に
送

り
楷
老

さ
せ

る
。

と
あ
る
が
、
婚
礼
が
済
ん
で
い
る
の
に

「討

工
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
も
右
の
側
面
か
ら
の
解
釈

が
可
能

で
あ
ろ
う
。
な

お
、
史
料

ユ
続
文
に
よ
る
と
、
嫁
が
里
方
に
帰

っ
て

一
ヵ
月
後
に
夫

方
が
迎
え
を
派
遣
し
て
嫁
が
再
度
夫
家
に
戻

り
、
二
夜
後
に
再
度
里

方

へ
帰

っ
て
い
る
。
嫁
が
夫
方
で
過
ご
す
期

間
も
五
日
、

一
〇
日
、

二
〇
日
と
次
第
に
増
え

て
い
る
。
史
料

2
続
文

で
も
嫁
は
次
第
に
頻

繁
に
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が

「走
娘
婦
路
」
と
表
現
さ
れ

て
い
る
。
史
料

13
で
も
夫
方
に
定
居
す
る
の
は
受
胎
す
る
前
に
な

っ

て
い
る
。

(地
域
差
が
あ
ろ
う
が
)
総
じ
て
清
末
以
降
に
は
夫
方

へ

帰
る
頻
度
と
時
間
、
不
落
夫
家

の
期
間

・
終
了

の
契
機
は
固
定
的
で

　あ
　

は
な
く
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
来
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

②

新
婦
の
行
動
の
自
由

里
方

に
お
け
る
花
嫁
の
行
動
に
つ
い
て

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯

組

(編
)

一
九
八
四

"
五
二
ー
六
二
]

で
は
隆
林
県
委
楽
郷

の
事
例

と
し
て
、
不
落
夫
家
期
間
中
、
父
母
は
自
分

た
ち
の
田
地

の

一
部
を

娘
に
与
え
る
こ
と
、
そ
の
田
地
で
収
穫
し
た
作
物
は
全
て
娘

の
所
得

に
な
る
こ
と
、
父
母
は
彼
女

の
衣
服

・
小
遣

い
銭
を
負
担
し
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先

の
莫
俊
卿

の

「姑
娘
田
」
が
娘
に
与
え

ら
れ
る
と

い
う
指
摘
と
相
ま

っ
て
、
嫁
は
生
家

で
経
済
的
に
独
立
し

壮族の婚姻習俗『不落央家』に関する史的考察i63



バ　
　

て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
と
す
る
な
ら
、

(生
家
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な

「義
務
」
が
あ
る
の
か
不
明

で
は
あ
る
が
)
彼
女

の

労
働
は
夫

家
に
対
す
る
の
に
加
え

て
生
家

の
経
済
に
も
ほ
と
ん
ど
寄

与
し
て

い
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
広
西
で
は

「夫

を
養

い
家
庭
の
経
済
生
活
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
そ
の
女
は

無
能
」

[田

一
九
三
五

"
四
九

-
五

こ

と
ま
で
記
さ
れ
る
ほ
ど
既

婚
女
性

の
労
働
力
が
突
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
と
不
落
夫
家
と

は
直
接

の
因
果
関
係

に
は
無

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

嫁
の
行

動
に
つ
い
て

『籍
曝
雑
記
』
三

「辺
郡
風
俗
」
に
は
、
広

西
の

「土

民
」
の
も
と

で
春
に
な
る
と

「嘘
場
」

(定
期
市
)
が
開

設
さ
れ
人

々
が
唱
歌

に
来
る
こ
と
、
そ
の
際
に
夫
妻
が
居
り
あ
わ
せ
、

た
わ
む
れ
あ
そ
び

妻
が
他
人

と

嘲

弄

し
て
い
る
の
を
目
撃

し
て
も
叱
責
せ
ず
に
逆

に
喜
ぶ
者

が

い
る
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し

て
妻
が
他
人
を
悦
ば
せ
る

こ
と
が

で
き
る
た
め
で
、
悦
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
夫
方

に

帰

っ
た
時

に
却

っ
て
こ
れ
を
罵
る
有
り
様
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ

の
史
料
で
は
さ
ら
に
、
自
由
な
性
的
行
動

「倣
後
生
」

の

習
俗
が
あ
る
た
め
に
嫁
が
夫
方
に
定
居
し
た
が
ら
ず
不
落
夫
家
が
生

じ
る
こ
と
、
夫
方
に
定
居
し
た
後
も
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
あ
る
の
で

些
細
な
こ
と
で
離
婚
す
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る

(そ
し
て
地
方
官

〈鎮
安
知

府
〉
で
あ

っ
た
著
者
が
こ
れ
を
変
革
し
よ
う
と
し
て
民
に

一
笑
に
付

さ
れ
た
と

い
う
)
。
こ
う
し
た
現
象
に

つ
い
て
次
の
記
事

も
重
要

で
あ
る
。

〔史
料
14
〕

『尋
西
偶
記
』
四

女
は
生
家
に
返
っ
た
後
、
夫
と
は
会
わ
ず
別
の
男
性

(「
野
郎
」
と
い
う
)

を
招
き
生
家
で
同
宿
す
る
。
妊
娠
し
た
後
は

「野
郎
」
を
捨
て
て
夫
家

に
帰
る
。
不
落
夫
家
期
間
中
に
夫
が
嫁
の
生
家
に
行
く
と
逆
に
妊
を
以

て
非
難
さ
れ
る
。
嫁
が
夫
方
に
定
居
し
て
以
後
、
「
野
郎
」
が
件

の
嫁

と
夫
家

・
嫁
の
生
家
な
い
し
他
所
で
会
っ
た
ら
好
通
と
さ
れ
る
。

溝
州

の

「狼
人
」

(11
狸
)
に
関
す
る
こ
の
記
事

か
ら
、
花
嫁
は
初

生
児
の
出
生
前
に
里
方
に
お

い
て
情
夫

「野
郎
」
と
性
的
関
係
を
持

つ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
花
婿
が
抗
議
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
、

し
か
し

一
旦
受
胎
す
る
に
及
ぶ
や

「野
郎
」
と

の
関
係
は
不
正
常
の

も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。嫁

の
行
動
に
つ
い
て
雷
輝
は
、

一
部

の
頑
固
な
家
庭
を
除

い
て

「異
常
に
自
由
」
で
あ

る
こ
と
、
彼

女
た
ち
が
三
々
五
々
連
れ
立

っ
て
外
出
し
相
手
側
と
情
歌
を
歌
う
こ

と
、
「夫
は
名
称
は
夫
だ
が
そ
の
実
を
享
受

し
て
い
な

い
」
こ
と
を

報
告
し
て
い
る

[雷

一
九
三
六
]
。

『管
曝
雑
記
』

に
顕
著
な
よ
う

に
、
漢
人
官
僚

の
壮
族
領
民
に
対

す
る
ま
な
ざ
し
に
は
、
自
文
化
の
規
範
か
ら
は
ず
れ
る
習
俗
に

つ
い

て
は
、
彼
ら
の
も
と
で
認
知
さ
れ
て
い
よ
う

と
異
端
視
す
る
姿
勢
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

『管
曝
雑
記
』
で
は
、
嫁

の
性
的
自

由
と
不
落
夫
家
と
が
因
果
関
係
で
も

っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
右
の
エ

ス
ノ
セ
ン
ト
リ

ッ
ク
な
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
不
落
夫
家
期
間
中
の
単
な

る
現
象
で
あ

っ
た
こ
と
が
因
果
関
係

へ
と
曲
筆
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
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る
疑
い
も
あ
り
、
こ
の
点
は
疑
問
点
と
し
て
保
留
し
て
お
き
た
い
が
、

少
な
く
と
も
里
方
で
の
花
嫁

の
自
由
な
行
動
が
壮
族

の
人
々
の
問
で

バ　
　

社
会
的

に
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
史
料
14
で
は

漢
人
の
社
会

で
使
わ
れ
る

「好
通
」
の
概
念
を
用

い
て
説
明
が
試
み

ら
れ
て

い
る
が
、
.
そ
こ
か
ら
右

の
点
を
読
み
と
る
こ
と
が
容
易
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
解
放
直
前
の
頃

に
は
壮
族

の
問
で
の
価
値
基
準
は
変

化
し

つ
つ
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
雷
輝

の
報
告
に
よ
る
と
、
夫
た
ち

の
中

に
は
自
ら
嫁
を
連
れ
戻
し
に
行
く
者
が

い
る
こ
と
、
そ
れ
は

往
々
失
敗

す
る
が
、
嫁
の
父
母
の
援
助
を
得

て
嫁
を
連
れ
て
夫
家
に

帰
る
者
も

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

[雷

一
九
三
六
]
。
ま
た
、

[広
西
壮

族
自
治
区
編
輯
組

(編
)

一
九
八
四

"
五
ニ
ー
六
二
]
に

も
次

の
記
事
が
あ
る
。

あ
る
男
は
明
ら
か
に
妻
が
他
人
と
恋
愛
し
て
い
る
の
を
知
り
な
が
ら
問

男
を
捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
こ
と
を
問
わ
ず
に
自
ら
は

別
の
女
性
と
恋
愛
を
し
た
り
妾
を
取

っ
た
り
し
た
。
あ
る
男
は
妻
が
夫

家
に
来
た
時
に
き

っ
か
け
を
さ
が
し
て
殴
打
し
た
り
罵
倒
し
た
。
甚
し

い
場
合

に
は
里
方
へ
至

っ
て
無
理
に
連
れ
戻
し
た
。

地
域
差

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
清
代

(
『管
曝
雑
記
』
お
よ
び
史
料
14
)

と
比

べ
る
と
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
解
放
直
前
の
時
期

に
は
、
少

な
く
と
も
不
落
夫
家
期
間
中

の
花
嫁

の
自
由
な
行
動
に
対
す
る
社
会

的
評
価

が
漢
人
的
な
そ
れ

へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
そ
し
て
こ
の
変
化
は
、
解
放
前
後
の
時
期

の
論
者
た
ち
が
不
落

夫
家
の
原
因
を
考
え
た
際
に
も
、
現
実
の
状

況
と
し
て
彼
ら
の
脳
裏

に
焼
き

つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
以
上
か
ら
、
嫁
は
農
繁
期

・
年
中
行
事
に
夫
方
に
戻

る
が
儀
礼
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
嫁
は
里
方
で
も
さ
し
た

る
労
働
力
に
も
な

っ
て
は
い
な

い
こ
と
、
嫁

は
父
母
か
ら
夫
家
の
訪

問
の
強
制
を
受
け
な

い
こ
と
、
そ
れ
が
正
当

か
不
当
か
は
別
に
し
て

嫁
は
自
由
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
し
か
し
別

の

面
で
は
両
家
に
対
す
る
両
属
性
も
ま
た
見
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
史
料

14
を
は
じ
め
多
く

の
史

料
に
は
初
生
児
の
受
胎

後
に
嫁
は
夫
方

へ
戻
り
、
以
降
夫
方
に
定
居
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
に
こ
の
点

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

五

不
落
夫
家
の
終
結

e

出
生
儀
礼

初
生
児
を
受
胎
し
た
後

に
嫁
は
夫
方

へ
と
戻

っ
て
、
し
か
る
後
に

出
産
し
た
。
表
1
1
1
続
文
に
は
、
「娠
む

こ
と
が
無
け
れ
ば
、
(夫

家
に
)
帰
ら
な

い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
嫁
が
夫
方
以
外
の
と
こ
ろ

で
出
産
す
る
の
は
、
壮
族

の
な
か
で
も
習
俗

が
や
や
異
な
る

「編
人
」

の
事
例

(民
国

『防
城
県
志
』
七
、
風
俗

「灘
散
尚
中
編
人
之
婚
俗
」
)

を
除

い
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
『赤

雅
』
上

「丁
婦
」
で
は
、
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婚
礼
の
日
に
嫁
は
即
ち
生
家

へ
還
る
。
隣
女
と
と
も
に
住
む
。
時
に
夫

と

「野
合
」
し
、
身
ご
も
る
や
潜
か
に
夫
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
。
夫

は
新
居
を
建
て
て
待
つ
。
子
を
生
ん
で
初
め
て
婦
と
称
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

親
族
老
少
を
招
待
し
て
歓
楽
痛
飲
す
る

(「彌
月
酒
」
と
い
う
)
。
聞
き

付
け
た
親
類
朋
友
、
若
い
女
性
た
ち
も
連
れ
立

っ
て
来
て
豚
腿
肉

・
鶏

き
モ
チ

・
子
供
の
衣
服
や
腕
輪

・
帽
子

・
靴
を
贈
り
、

一
、
二
夜
泊
ま

り
唱
歌
す
る

(「看
児
」
と
い
う
)。
今
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
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と
あ
る
。
「子
を
生
ん
で
初
め
て
婦
と
称
せ
ら
れ
る
」
こ
と
か
ら
は
、

子

の
出
生
を
機
に
婚
姻
が
確
立
す
る
決
め
手
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
推

測
さ
れ
る
。
子

の
出
生
に
際
し
て
そ
れ
を
祝
う
儀
礼
も
行
な

わ
れ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
次

の
記
事
が
あ
る
。

〔表
1
1
4
続
文
〕

妊
娠
す
る
と
そ
の
こ
と
を
密
か
に
夫
に
告
げ
る
。
夫
は
新
居
を
建
て
る
。

ま
た
数
年
経

っ
て
か
ら
、
師
巫
を
招
い
て
、
「結
花
楼
」
儀
礼
を
行
な
い
、

「聖
母
」
神
を
祀
る
。
戯
劇
を
勧
進
し
て
、
親
族
の
少
男

・
少
婦
た
ち

数
百
～
千
人
も
が
、
歌
い
飲
酒
し
号
叫
す
る
。
三
、
四
日
の
間
、
日
夜

続
い
て
畢
わ
る
。
こ
れ
を

「作
星
」
と
謂
う
。

〔史
料
2
続
文
〕

婚
後
子
女
を
産
ん
だ
ら
三
朝
に
湯
餅
会
を
徹
し
族
中
の
子
供
た
ち
を
集

め
て
会
食
す
る
。
満
月
に
子
豚

・
鶏

・
ア
ヒ
ル

・
豚
肉

・
酒

・
飯
を
備

え
、
そ
れ
ら
を
担
い
で
嫁
の
家
に
赴
き
祖
先
に
奉
げ
る
。
姻
族
の
婦
女

を
集
め
会
食
す
る
。
嫁
側
は
稲
穀
を
贈
る

(富
家
は
五
、
六
〇
担
、
貧

家
で
も
必
ず
三
、
五
担
を
贈
る
。
並
び
に
紅
に
染
め
た
鶏
卵
三
個
、
紅

に
染
め
た
精
米
の
オ
コ
ワ
一
担
、
及
び
搦
裸
の
類
を
も
贈
る
)
。
こ
の
夜
、

と
も

に
大
規
模
な
祝
宴
が
行
な
わ
れ
唱
歌
が
伴

な
わ
れ
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る

(史
料

2
続
文
の

「担
」
に
つ
い
て
、
約
四
担

で

一
畝
分

の
耕
地
か
ら
と
れ
る
穀
物
に
相
当
す
る
)
。史
料

2
続
文
で
は
「三
朝
」

と

「満
月
」
と

の
二
度
に
わ
た

っ
て
儀
礼
が
行

な
わ
れ
、
と
く
に
後

者

の
そ
れ
は
外
家
に
赴
き
祖
宗

に
奉
敬
し
た
後
、

(夫
方

で
の
宴
会

に
)
老
若
を
問
わ
ず
親
族
が
多
数
来
て
い
る
。
表

ユ
ー
4
続
文
で
は

子

の
出
生
か
ら
さ
ら
に
数
年
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
居
が
落

成
し
分
家
を
す
る
時
期
と
子
供
が
生
ま
れ
て
数
年
後
に
行
な
わ
れ
る

儀
礼
と
重
な

っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
想
像
さ

れ
る
が
、
「師
巫
」
が

聖
母
す
な
わ
ち
子
供

の
生
育

の
神
で
あ
る
花

婆

(花
王
聖
母
)
を
祀

る
儀
礼
を
行
な
い
、
演
劇
を
奉
納
す
る
と
と
も
に
対
歌
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
こ
で
、
嫁
方
か
ら
誰
が
儀
礼
に
参

加
す
る
の
か
が
不
明
確

で
は
あ
る
が
、
満
月
酒
が
あ
た
か
も
事
実
上

の
婚
礼
宴

の
よ
う
に
盛

大
に
祝
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

口

持
参
財
の
贈
与

初
生
児

の
出
生
と
と
も

に
持
参
財
も
送

ら
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
史
料
6
続
文
に
次

の
記
事
が
あ
る
。



嫁
が
生
家

へ
戻

っ
て
半
月
か

一
月
後
に
婿
は
紅
色
に
染
め
た
オ
コ
ワ
を

用
意
し
て
迎
え
に
行
く
。
こ
れ
を

「接
二
」
と
い
う
。
嫁
は
婿
の
家
に

帰
り

一
晩
泊
ま
っ
て
ま
た
生
家

へ
戻
る
。
こ
の
後

一
、
二
個
月
あ
る
い

は
数
月
後
に
一
往
復
す
る
。
甚
だ
し
い
場
合
に
は
屡
々
迎
え
て
も
夫
家

に
行
か
な
い
者
も
い
る
。
嫁
が
受
胎
す
る
の
を
待

っ
て
嫁
方
で
は
初
め

て
粧
奮
お
よ
び
搦
裸

・
鈴
付
き
帽
子
等
の
物
を
そ
ろ
え
て
贈
る
。
ま
た
、

牛
馬

・
田
地
を
送
る
者
も
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
嫁
が
初
め
て
定
居
し

て
団
聚
す
る
。
妊
娠
し
な
け
れ
ば
夫
家
に
定
居
し
な
い
。
お
そ
ら
く
多

く
は
早
婚
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち

、
婚
礼

の
時

に
持
参
財
を
送
る
の
で
は
な
く
、
受
胎
後
に

夫
家
に
引

き
移
る
時
に
送
る
こ
と
、
持
参
財

の
内
容
と
し
て
は
嬰
児

用
の
搦
裸

・
帽
子

の
ほ
か
、
中
に
は
牛
馬

・
田
地
も
あ

っ
た
と

い
う
。

ま
た
、
妊
娠
せ
ね
ば
そ
も
そ
も
夫
家
に
引
き
移
ら
な

い
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
受
胎
後
に
持
参
財
を
送
る
例
と
し
て
は
、
表
3

「土
俗
」

の

「婚
後

三
、
四
年
後

に
奮
具
を
送
る
」
と

い
う
表
現
、
ま
た
表
2

-
15
続
文

に

「妊
娠
す
る
の
を
待

っ
て
、
女
方

の
父
母
は
初
め
て
帳

被
を
用
意

し
、
花
嫁
を
夫
家
に
送
り
楷
老
さ
せ
る
」
と
あ
る
。
さ
ら

に
史
料
4

に
は

「数
年
経

っ
て
嫁
が
長
ず
れ
ば
、
更
め
て
粧
を
用
意

す
る
が
そ
れ
は
ま
る
で
初
婚

の
礼

の
よ
う
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
漢
族

の
初
婚

の
際

の
嫁
入
り
行
列
を
思
わ
せ
る
光
景
が

見
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
持
参
財

の
内
容
と
し
て
史
料
2
続
文
で
は
、

蚊
帳

・
蒲
団

の
類
三
、
五
組
～

一
〇
組
、
あ
る
い
は
牛
馬
が
、
史
料

結婚披露宴の記帳をするところ。子の出生後に行なわれたので、

タンス・蒲団などの持参財のほかに嬰児用衣服も見える

(1989年12月、龍勝各族自治県和平郷にて)
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6
で
は
牛

馬

・
田
地
が
、
表
2
1
15
続
文

で
は
帳

・
被

の
類
が
挙
げ

ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
持
参
財
を
用
意
す
る
元
手
と
し
て
は
史
料
3

で
は
、
夫

方
か
ら

の
結
納
金
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
史
料
2
続
文

ほ
か
多
く
の
記
事
で
、
持
参
財
は
婚
礼

の
時

に
持
参
さ
れ
て
い
る
。
清
代
か
ら
民
国
期
に
お
い
て
は
受
胎
後
に
持

参
財
を
送

る
地
域
は
先

の
河
池
県

の
ほ
か
龍
勝

・
寧
明
県
な
ど
少
数

で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
地
域
で
後

の
時
期
に
な

っ
て
婚
礼

の
際
に
持
参

財
を
送
る
よ
う
に
変
化

し
た
と

い
う
確
た
る
証
拠
は
目
下
の
と
こ
ろ

見
出
し
て

い
な

い
。
し
か
し

「娠
む
こ
と
が
無
け
れ
ば

(夫
家
に
)

帰
ら
な

い
」
「婚
礼

の
時
に
は
嫁
し
て
も
婚
を
な
さ
な

い
」
状
況
に

お
い
て
は
、
受
胎
後

に
夫
家
に
帰
る
際
に
持
参
財
を
送

っ
て
い
た
と

考
え
る

の
が
む
し
ろ
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
仮

に
そ
う

で
な

い
と

し
て
も
先

述
の
よ
う

に
生
子
後
に
盛
大
な
披
露
宴
が
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次

の
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

不
落
夫
家

の
本
質
と
し
て
、

一
つ
に
は
初
生
児

の
出
生

(と
と
も
に

持
参
財
を

搬
入
し
た
)
時
点
で
婚
姻
が
成
立
す
る
と

い
う
点
に
あ

っ

て
、
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
は
後
か
ら
つ
け
加
わ

っ
た
本
質

と
は
無
関

係
な

い
し
関
係
が
希
薄
な
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま

い
か
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ

の
側
面
を
持

つ
習
俗

で
あ

っ
た
が
ゆ
え
に
、
初
生
児
の
受
胎
ま

で
の

嫁

の
自
由

な
行
動
に
つ
い
て
子
供

の
生
物
学
的
な
父
親
を
め
ぐ
る
憶

測
を
交
え

た
様

々
な
記
述
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
さ
え
な

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

整

理

ま
ず
、
本
稿

で
検
討
し
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
よ
う
。
明
末
か
ら
清

代
を
経
て
民
国
期
に
至
る
間
に
、
婚
姻
に
関
わ
る
多
く
の
習
俗
が
変

化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
e
配
偶
者

の
選
択
方

式
に
お
い
て
、
当
事
者

主
導
か
ら
父
母
主
導
型

へ
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。
早
婚
や
父
母
包
辮

婚
は
後
か
ら
生
じ
た
方
式

で
あ
る
。
口
結
納
品

・
相
性
占

い

・
婚
礼

ま
で
の
過
程
も
変
化
し
た
。
結
納
品
は
ビ
ン

ロ
ウ
ジ

・
牛

・
豚
か
ら

銀
元

へ
と
変
化
し
た
が
、
し
か
し
他
方

で
豚

・
編
米
を
も
用

い
る
な

ど
壮
族

の
伝
統
も
維
持
さ
れ
た
。
相
性
占

い
は
、
漢
人
の

「入
字
」

を
漢
人
の
方
式
で
用

い
る
よ
う
に
な

っ
た
。
婚
礼
ま
で
の
過
程

は
複

雑
化
し
漢
人
の
そ
れ
に
近
づ

い
た
。
口
婚
礼

の
前
に
嫁
方
で
盛
大
に

唱
歌
を
行
な

っ
た
が
、
多
く

の
伴
娘
が
参
加

し
、
ま
た
彼
女
た
ち
は

花
嫁

の
嫁
入
り
に
随
行
し
た
。
そ
の
嫁
入
り
行
列
の
や
り
方
は
漢
化

し
、
夫
方
で
の
儀
礼
も
漢
人

の
そ
れ
を
受
容

し
た
。
だ
が
、
同
時

に

婚
礼

の
夜
な
ど
に
唱
歌
を
盛
大

に
行
な
う
点

で
伝
統
も
残
さ
れ
た
。

花
嫁
が
里
方
に
戻
る
行
為
は

「回
門
」
と
い
わ
れ
た
が
実
は
漢
人

の

回
門
と
は
全
く
内
容
は
異
な

っ
て
い
た
。
四
嫁
の
両
属
性
。
生
家

へ

戻

っ
た
嫁
は
農
繁
期
や
正
月
な
ど
の
年
中
行
事
の
際
に
夫
方

へ
来

て

短
期
間
逗
留
し
た
。
祖
先
祭
祀
や
耕
作

へ
の
参
加
な
ど
で
夫
家
に
も

属
し
て
い
た
か
の
よ
う
だ
が
、
実
際

の
家
事

・
労
働
に
は
関
与
し
な

か

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
周
囲
か
ら
強
制
も
さ
れ
な
か

っ
た
。
不
落
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夫
家

の
期

間
中
、
生
家

・
夫
家

の
双
方
か
ら
自
由
な
生
活
を
過
ご
す

こ
と
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
。
し
か
し
解
放
直
前

の
頃
に
は
そ
れ

ら
が
変
化

し
た
。㈲
初
生
児

の
出
生
後

に
大
規
模
な
祝
宴
を
行
な

い
、

事
実
上

の
婚
礼
披
露
宴
の
よ
う

で
あ

っ
た
。
所
に
よ

っ
て
は
そ
の
際

に
持
参

財
を
搬
入
し
、
子
の
出
生
を
機
に
婚
姻
が
成
立
し
た
。
し
か

し
多
く

の
地
域
で
は
、
持
参
財
は
婚
礼

の
際
に
搬
入
さ
れ
る
よ
う
変

化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上

に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
が
大
過
な
い
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
差

し
当
た

っ
て
次

の
点
が
論
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。
第

一
に
、
従

来

の
諸
説
の
欠
陥
に

つ
い
て
。
す
な
わ
ち
早
婚
、
女
性
の
労
働
力

の

高
さ
、
夫
家
で
の
虐
待
に
起
因
す
る
女
性
の
結
婚
に
対
す
る
不
満
な

ど

の
論

点
は
、
後
に
加
わ

っ
た
要
素
で
あ

っ
て
、
不
落
夫
家
の
原
因

で
は
な

い
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
不
落
夫
家
と
因
果
関
係
に
は
な

い
現
象

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
。
こ
の
点

に
関
連
し
て
、

[広
西
壮

族
自
治

区
編
輯
組

(編
)

一
九
入
四

"
五
ニ
ー
六
二
]

で
は
解
放
直

前
に
お

い
て
不
落
夫
家
に
二
つ
の
状
況
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
す
な

わ
ち
、
父
母
包
辮
婚

(ゆ
え
に
夫
妻
が
婚
姻
に
不
満
を
持

つ
よ
う
な

状
況
)

に
加
え

て
、
自
由
恋
愛
を
経
て
結
婚
し
た
後
に
も
不
落
夫
家

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
場
合
で
も

「習
俗
に
し
た
が

っ
て
」

不
落
夫

家
が
行
な
わ
れ
た
。
里
方
で
過
ご
す
時
間
は
短

い
し
夫
方
に

定
居
す
る
の
も

一
年
後
で
あ
る
。
問
題
は
女
性
が
婚
姻
に
不
満
を
持

た
ず
適
齢

期
に
達
し
て
い
る
ゆ
え
父
母
も
不
安
に
想
う
こ
と
の
無

い

恋
愛
結
婚

の
場
合

で
も
不
落
夫
家
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ

に
至

σ
て
不
落
夫
家
の
原
因
と
さ
れ
て
き
た
早
婚

・
父
母
包
辮
婚

・

嫁
の
自
由
な
生
活

へ
の
希
求
と

い
う
論
点
で
は
説
明
が

つ
か
な
く
な

る
こ
と
が

一
層
明
確
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

第
二
に
、
壮
族
に
と

っ
て
の
婚
姻
習
俗

の
変
化
の
も

つ
歴
史
的
意

義

に
関
し
て
。
結
納
品

・
相
性
占

い

・
婚
礼

ま
で
の
過
程
の
変
化
な

ど
、
そ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
漢
文
化
的
な
要
素
が
加
わ

っ
た
が
、
し

か
し
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
も
婚
後

の
別
居
～
受
胎
に
よ
る
夫
方

へ
の

定
居
ま

で
の
過
程
、
と
り
わ
け
受
胎
に
よ

っ
て
婚
姻
が
成
立
す
る
と

い
う
不
落
夫
家
の
関
鍵
と
な
る
部
分
は
表
面

上
は
変
ら
な
い
こ
と
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る

(受
胎
す
る
以
前
に
、
清
代
以
降

の
史
料
に

見
え

る
夫
家

で
の
婚
葬
儀
礼

へ
の
嫁

の
参
加

な
ど
両
属
性
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
は
い
る
が
)
。
言

い
か
え
る
と
、
漢
俗
を
導
入

し
て
も
自
ら
の
文
化
的
特
徴
を
残
す
こ
と
の
で
き
る
方
式
が
維
持
さ

れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
長
期
的
な
時
間
を
経
な
が
ら
も
壮
族

の
側
に
お

い
て
そ
れ
が
習
俗
と
し
て
維
持
さ

れ
て
き
た
要
因
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
と
よ
り
、
本
稿

で
引
用
し
た
史
料
か
ら

は
説
明
す
る
の
が
困
難

な
点
も
少
な
く
な

い
。
た
と
え
ば
、
「姉
妹

」
の
作
用
、
通
婚
圏
、

不
落
夫
家
期
間
中

の
嫁
の
各
種
儀
礼

へ
の
参

加

の
有
無
、
ま
た
そ
も

そ
も
子
の
出
生
が
婚
姻
成
立
の
必
要
条
件
と
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
に

お

い
て
分
家
や
財
産
継
承
が
ど
の
よ
う

に
行

な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

婚
俗
と
ど
う
関
わ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
未
検
討

で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
他
日
、
不
落
夫
家
を
経
験
し
た
人

々

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
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し
て
展
開

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

[謝
辞
]

本
稿
は
国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究

「中
国
に
お
け
る
諸

民
族
の
移
動
と
文
化
の
動
態
ー

い
わ
ゆ
る
周
縁
地
域
を
中
心
と
し

て
」
(代
表
者

"
塚
田
誠
之
)
の
研
究
会

(
一
九
九
入
年

一
一
月
二
七
日
)

の
席
上
で
口
頭
発
表
を
し
た
も
の
の

一
部
で
あ
る
。
当
日
、
出
席
し
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
瀬
川
昌
久
氏
お
よ
び
ほ
か
の
皆
様
に
対
し
て
末

筆
で
は
あ
る
が
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

注〈1
>

た
と
え
ば
靖
西
県
安
徳
鎮
大
楽
村

〔壮
語
南
部
方
言
の

一
支

「壮
」
(ジ
ョ
ー
ン
)
話
〕
で
は

「サ
ム
ベ
イ
ヤ
ー
」
(姑
の
と
こ
ろ

に
行

か
な
い
)、
龍
勝
県
和
平
鎮
金
江
村
楓
木
塞

(壮
語
北
部
方
言
)

で
は

「
リ
ー
ド
ウ
ラ
ン
ゲ
イ
」
(夫
の
と
こ
ろ
に
行
か
な
い
)
と
言
う
。

な
お
、
壮
語
の
用
語
で
は
な
い
が
別
居
の
期
間
に
注
目
し
た

「三
年

不
成
夫
妻
」
と
い
う
言
い
ま
わ
し
も
俗
に
な
さ
れ
る
。

〈2
>

史
料
は
、
多
く
の
場
合
、
漢
人
あ
る
い
は
統
治
階
層
に
あ
る
者
、

壮
族
か
ら
見
る
と
異
文
化
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
統
治
に
資
す
る
た
め

に
書
き
と
め
ら
れ
た
。
誤
解
や
偏
見
、
記
事
の
孫
引
き
や
そ
の
際
の

転
写
ミ
ス
な
ど
問
題
点
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
慎
重
に
取
り
扱

う
こ
と
に
よ
っ
て
活
用
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

〈3
>

「チ
ワ
ン
族
」
は
、
厳
密
に
言
う
と
解
放
後
の
民
族
政
策
に
よ

つ
て
登
場
し
た
民
族
で
あ
っ
て
歴
史
上
の

「狸
」
「狼
」
「土
人
」
と

表
記
さ
れ
る
人
々
と
境
界
が

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
が
、
本
稿

で
は
煩
を
避
け
る
た
め
便
宜
的
に
現
在

の
族
称
を
そ
の
ま
ま
用
い

る
。

〈4
>

[萢

一
九
五
九

"
三
〇
1
三
二
]、

[黄

・
黄

・
張

(編
)

一
九

八
八

"
六
八
九
ー
七
〇
六
]
、
[王
承
権

一
九
九
三

"
四

一
…
五

一
]、

[播

一
九
八

一
"
七
九
ー
八
二
]。

〈5
>

な
お
、
莫
は
別
稿
で
は
不
落
夫
家
の
原
因
に
つ
い
て
単
系
進
化

論
的
な
把
握
を
し
て
い
る

[莫

一
九
八

一
"
一
五
入
ー

一
六
九
]
。

な
お
、
衷
少
券
も
、
不
落
夫
家
の
歴
史
、
現
時
点
で
の
諸
類
型
、
そ

れ
が
発
生
し
維
持
さ
れ
た
原
因
、
そ
の
評
価
な
ど
多
面
的
な
検
討
を

試
み
て
い
る

[衷

一
九
八
九

"
四
八
-
五
八
]
。
現
時
点
で
の
諸
類

型
や
民
族
文
化
に
優
劣
の
価
値
判
断
を
持
ち
こ
む
こ
と
に
対
す
る
批

判
は
参
考
に
価
す
る
。
が
、
不
落
夫
家
の
歴
史
や
発
生
の
原
因
に
つ

い
て
は
、
ほ
か
の
学
者
と
同
様
、
理
論
的
枠
組
を
適
用
し
た
た
め
に

成
功
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

〈6
>

不
落
夫
家
は
他
地
域
、
広
東
珠
江
デ
ル
タ
や
福
建
恵
安
県
、
広

西
寧
明
県
の
蕪
園
人
な
ど
漢
族
、
ま
た
リ
ー

・
ブ
イ

・
ミ
ャ
オ
族
な

ど
、
壮
族
以
外
の
多
く
の
民
族
に
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
壮
族
に

対
象
を
限
定
す
る
。
そ
れ
が
非
漢
族
的
な
側
面
を
も
つ
習
俗
と
し
て

一
定
の
共
通
性
が
あ
る
に
せ
よ
、
広
西
の
壮
族
と
他
地
域
と
で
は
社

会
経
済
的
に
も
ほ
か
の
面
で
も
異
な
る
発
展
を
遂
げ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〈7
>

た
だ
し
、
『広
西
各
県
概
況
』

一

「菖
寧
県
」
に
よ
る
と
、
都

市
で
は
多
く

一
八
歳
以
降
、郷
村
で
は
多
く

一
三
、
一
四
歳
と
都
市

・

農
村
に
よ
っ
て
結
婚
年
齢
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。

〈8
>

な
お
、
申
国
人
に
と

っ
て
婚
姻
と
は
婚
姻
の
儀
式
そ
の
も
の
で
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あ
る
と
い
う
定
義
が
な
さ
れ
る

[王
向
華

一
九
九
五

二

四
入
-

一

五
六
]
ほ
ど
、
漢
人
の
婚
姻
に
は
複
雑
な
儀
礼
が
伴
な
わ
れ
る
。
壮

族

の
婚
姻
習
俗
の
変
化
を
検
討
す
る
際
に
も
い
つ
、
い
か
に
漢
人
的

な
儀
礼
を
受
容
し
て
い
っ
た
か
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈9
>

た
だ
し
、
広
西
の
な
か
で
も
漢
人
が
早
期
に
移
住
し
た
東
部
の

珠
江
平
野
部
で
は
清
初
に
す
で
に
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え

ば
、
光
緒

『貴
県
志
』
五
、
紀
人
、
風
俗
、
「旧
志
」
に
よ
る
と
、

康
煕
年
間
に
媒
人
に
依
託
し
て
の
縁
談
、
八
字
に
よ
る
相
性
占

い
、

婚
約
、
婚
礼
日
期
の
決
定
、
お
よ
び
往
来
の
都
度
な
さ
れ
る
贈
答
行

為
、
と
い
う
基
本
的
な
型
が
現
れ
て
い
る
。

〈10
>

謝
啓
昆

『樹
経
堂
詩
続
集
』
(嘉
慶
五
年

〈
一
八
〇
〇
〉
序
)

五

「桂
林
雑
泳
」
の

一
首
と
し
て
、
「路
上
の
行
人
の
口
が
羊
の
よ

う

で
、
ま
た
狸
狸
が
血
酔
し
て
い
る
よ
う
だ
。
(原
注

"
噂
人
は
ビ

ン
ロ
ウ
ジ
を
嗜
み
日
々
咀
噛
し
て
や
ま
な
い
。
故
に
路
上
の
行
人
の

口
も
羊
に
似
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
嘲
け
り
を
受
け
た
)」
と
あ
る

ほ
ど
清
代
中
期
の
広
西
で
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た

([田

一
九
三

五
]

に
よ
る
と
民
国
期
に
は
南
部
の
龍
州

・
寧
明

・
明
江

・
思
楽
等

の
数
県
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
)。
し
か
し
、
本
文
で
示
し
た

よ
う

に
、
時
に
は
都
市
民
と
農
民
、
漢
人
と
壮
族
と
の
区
別
を
強
調

す
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
内
陸
の
郷
村
で
は
稀
少
品
だ

っ
た
の
か
、

そ
れ
は
都
市
民
の
習
俗
で
あ
る
と
記
さ
れ
た
。

〈11
>

唐
末
の
史
料

『北
戸
録
』
二

「鶏
骨
卜
」
に
、
南
方

(現
広
東

・

広
西
)
で
は
除
夜
の
厄
払
い
や
船
出
の
際
に
鶏
を
殺
し
て
そ
の
骨
で

ト
占
を
行
な

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
は

「
(南
)
越
」
以
来
の
古
法

を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
両
広
地
域
に
共
通

す
る
古
い
習
俗
で
あ
る
。

〈12
>

雍
正

『広
西
通
志
』
九
二
、
諸
蛮
、
銭
元
昌

「興
西
諸
蛮
図
志
」

に
、
「男
女
が
結
婚
す
る
と
き
に
は
媒
酌

に
よ
る
。
庚
帖
を
取

っ
て

一
甕
の
酒
を
準
備
す
る
。
で
き
た
酒
が
旨
け
れ
ば
吉
で
、
結
婚
し
て

夫
婦
と
な
る
」
と
あ
る
。

〈13
>

[田

一
九
三
五

"
一
〇
入
ー

一
〇
九
]
に
も
思
林
県
の
場
合
、

婚
礼
の
数
日
前
か
ら

「姉
妹
」
た
ち
に
来
て
も
ら
い
唱
歌
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
夫
家
か
ら
も
歌
を
善
く
す
る
女
子
数
人
が
女
家
に
行
き
門
前

に
て

「闘
歌
」
を
す
る
が
、
必
ず
夫
方
が

「闘
勝
」
し
て
か
ら
、
花

嫁
の
乗
輪
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
嫁
方
だ
け

で
な
く
夫
方
で
も
そ
れ
ぞ
れ
親
戚
が
集
ま

っ
て
宴
会

・
唱
歌
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
史
料
1
続
文

(こ
の
場
合
、
嫁
方
の
ほ
う
で
は

半
夜
で
宴
会
が
終
わ
り
、夫
方
で
は
翌
朝
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
い
う
)

や
道
光

『永
福
県
志
』

一
、
輿
地

「風
俗
」
か
ら
窺
わ
れ
る
。

〈
14
>

[田

一
九
三
五

二

九
四
ー

一
九
七
]

で
は
東
蘭
県

の
場
合
、

男
性
同
士
の
特
に
親
密
な
付
き
合
い
を

「打
老
庚
」
「訂
同
年
」
と

い
う
こ
と
、
東
蘭
県
で
は
女
性
同
士
の

「
訂
同
年
」
が
多
い
こ
と
が

記
さ
れ
、
次
い
で
複
数
の

「同
年
」
同
士
が
新
年
に
そ
れ
ぞ
れ
礼
物

を
備
え
訪
問
し
あ
う
こ
と
、
そ
の
際
に
訪
問
先
で
は
隣
村
の
青
年
を

陪
席
さ
せ
て
唱
歌
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
時

に
大
規
模
か
つ
一
、
二
週

間
も
続
く
宴
会
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乾
隆

『慶

遠
府
志
』

一
〇
、
雑
類
、
諸
蛮

「狸
」
で
は
、
男
女
の
年
齢
の
等
し

い
者
が
衣
帯
を
贈
答
し
あ

っ
て

「同
年
」

に
な
り
、
女
性
が

(別
の

男
性
と
)
結
婚
し
て
受
胎
す
る
ま
で
往
来
が
続
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

壮族の婚姻習俗『不落夫家』に関する史的考察171



〈15
V

「十
姉
妹
」
「姉
妹
伴
」
は
多
く
の
論
者
が
そ
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
お
り
重
要
で
あ
る
が
、史
料
的
に
は
不
明
な
部
分
が
多
い
の
で
、

そ
の
検
討
は
調
査
資
料
を
用
い
て
別
の
機
会
に
行
な
い
た
い
。
な
お
、

「十
姉
妹
」
は
壮
族
に
限
ら
ず
、
百
色
や
寧
明
の
漢
族

「藤
園
入
」

や
臨
桂
県

(漢
族
?
)
旗
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

〈16
>

[章

一
九
三
五

"
=
二
五
1

=
二
七
]
に
よ
る
と
、
「送
嫁
娘
」

は
多

い
場
合
で
数
百
人
、少
な
く
と
も
数
十
人
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

経
済
条
件
に
も
よ
る
が
伴
娘
の
多
さ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
な
お
、
花

嫁
が

一
日
の
う
ち
い
つ
頃
出
嫁
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
民
国

『遷
江

県
志
』
や
表
2
-
12
か
ら
は
夜
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た

[広

西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

(編
)

一
九
八
四

"
五
ニ
ー
六
二
]
で
は
早

朝
、
夜
明
け
前
に
出
発
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
多

く

の
場
合
歩
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
通
婚
圏
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
壮
族
の
場
合
と
く
に
歩
行

し
て
の
嫁
入
り
が
多
い

(民
国

『榴
江
県
志
』
風
俗
)
の
は
通
婚
圏

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ま
た

一
年
の
う

ち
婚
礼
が
多

い
季
節
は
、
雍
正

『広
西
通
志
』
三
二
、
風
俗

「天
河

県
」
に
「毎
年
秋
の
収
穫
後
に
男
女
が
贈
答
し
あ
っ
た

(結
婚
し
た
)」

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
(容
易
に
想
像
さ
れ
る
が
)

一
般
に
秋
の

収
穫
後
、
冬
季
で
あ
る
。

〈17
>

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

(編
)

一
九
八
四

"
五
ニ
ー
六
二
]

で
は
、
新
郎
が
嫁
迎
え
に
行
き
、
嫁
方
の
祖
先
を
拝
ん
だ
が
、
そ
の

際
に

「
巫
公
」
が
同
行
し
た

(花
嫁
が
先
に
祖
先
を
脆
拝
す
る
が
そ

の
時

に
も
巫
公
が
随
伴
し
た
)
。
こ
う
し
た
シ
ャ
マ
ン
の
随
伴
も
壮

族

の
婚
姻
の
特
徴
で
あ
る
。

〈18
>

『広
西
各
県
概
況
』
五

「榴
江
県
」
に
よ
る
と
、
嫁
入
り
の
際

に
伴
娘
数
十
人
が
嫁
に
随
行
し
て

「押
送
」
し
、
夫
方
で
群
を
な
し

て
徹
夜
で

「土
歌
」
を
歌
い
、
翌
朝
ま
た
皆
で
嫁
方
に
戻

っ
た
。
誰

が
新
婦
だ
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

〈
19
>

雍
正

『平
楽
府
志
』
四
、
風
俗

「賀
県
」
に

嫁
方
か
ら
花
嫁
の
兄
弟
の
嫁
た
ち
が
随
行
し
て
夫
方
に
行
く
が
、

夫
の
家
の
門
前
に
至

っ
て
引
き
返
す
。
か

つ
て
は
伴
娘
と
と
も
に

答
歌
を
し
た
。

と
あ
り
、
広
西
東
部
の
賀
県
で
は
す
で
に
清
代
中
期
に
婚
礼
時
の
唱

歌
が
廃
れ
、
花
嫁
に
随
行
す
る
女
性
た
ち
は
嫁
を
送
り
と
ど
け
る
や

嫁
方

へ
ひ
き
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
民
国

『藷
浦
県
志
』
三
、

風
俗

「郷
閾
之
属
」
に
、

青
香
里
に
は
、
猪
と
狸
と
が
雑
居
す
る
。
唱
歌
し
て
送
親
す
る
習

俗
が
有
る
。
婚
礼
の
時
、
男
女
双
方
が
歌
を
善
く
す
る
者
を
選
ん

で
、
歌
い
合
う
。
こ
の
習
俗
は
光
緒
年
間
以
前
に
は
見
ら
れ
た
が

近
日
次
第
に
革
ま
っ
て
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、広
西
中
部
の
藷
浦
県
で
は
清
末
以
降
で
は
あ
る
が
、

婚
礼
の
唱
歌
が
廃
れ
、
広
西
東
部
に
次
い
で
早
く
に
漢
化
し
た
の
で

あ
る
。

〈20
>

な
お
、
[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

(編
)

一
九
八
四

"
五
ニ

ー
六
二
]
で
は
、
伴
娘
が
夫
家
に
お
い
て
嫁
に
随
行
し
て
イ
ロ
リ
に

脆
づ
き
、
そ
七
て
イ
ロ
リ
の
周
囲
に
座

っ
て
い
る
男
方
宗
族
長
輩
を

脆
拝
し
て
か
ら
、
洞
房

へ
と
移

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
壮
族
に
か

つ
て
多
く
見
ら
れ
た
干
閑

(高
床
)
式
住
居
で
の
ふ
る
い
習
俗
を
窺

わ
し
め
る
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
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〈
21
>

こ
の
点
に
関
す
る
地
域
差
も
見
ら
れ
た
。
だ
と
え
ば
、
[広
西

壮
族
自
治
区
編
輯
組

(編
)
一
九
八
七

二

入
八
-

一
九
〇
]
で
は
、

下
雷
州
の
場
合
、
嫁
は
婚
礼
の
翌
朝
に
は
里
方

へ
帰

っ
た
。
甚
だ
し

い
場
合
に
は
前
門
か
ら
夫
家
に
入
り
後
門
か
ら
出
て
里
方

へ
帰
っ

.
た
。
さ
ら
に
は
、
た
だ
右
足
で
夫
家
の
門
の
敷
居
を
踏
ん
だ
だ
け
で

す
ぐ

に
里
方
へ
帰
る
者
も
い
た
、
と

い
う
。
ま
た

[広
西
壮
族
自
治

区
編
輯
組

(編
)

一
九
入
四

"
五
二
ー
六
二
]
で
は
、
隆
林
県
の
場

合
、
三
日
間
夫
婦
は
同
房
で
き
ず
嫁
は
伴
娘
と
と
も
に
新
房
に
て
寝

る
こ
と
、
ま
た
三
日
間
は
針
仕
事
も
炊
事
も
で
き
な
い
の
で
、
嫁
は

伴
娘
と
と
も
に
刺
繍
を
す
る
こ
と
、
三
日
目
の
朝
に
な

っ
て
伴
娘
が

同
伴
し
て
井
戸
に
行
き
水
を
汲
む
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〈22
>

民
国

『柳
城
概
況
』
三
、
民
族

「風
俗
習
慣
」
に
は

「郷
間
の

女
子
に
は
、
回
門
後
に
生
家
に
数
年
住
み
、
必
ず
生
子
を
待

っ
て
初

ホ
イ
メ
ン

め

て
夫

家

に
戻

る
者

が

い
る
」
と
記

さ

れ

て

い
る
。
な

お
、

「
回

門
」

は
壮
語

に
も

そ

の
ま

ま
タ

ー
ム
と

し

て
入

っ
て

い
る
。

〈
23
>

な

お
、

『南

寧

民

国

日
報
』

一
九

三

五
年

一
〇
月

二
九

日

「
田

東

県

不
落
家

風
俗

」

に
よ

る
と
、

不
落

夫
家
期

間

中
、

嫁

は
収
穫
期

か
、
夫

方

で
婚
葬

儀
礼

が
あ

る
と

き

に
夫
方

に
戻

る

が
、
多

く

の
場

合

、
午

前

中

の
み
か
半

日
余

り

で
生
家

に
帰

っ
た
と

い
う
。

〈
24
V

「
田
東

県
不

落
家

風
俗
」

(注

〈
23
>
)

に
よ

る
と
、

不
落

夫
家
期

間
中

に
夫
方

へ
来
た

嫁

に
対

し

て
夫

は

「犯

人
を

監
視

す

る
」

よ
う

で
あ

っ
た

と

い
う
。

〈
25
>

[田

一
九

三

五

二

八

三

-

一
八
六
]

に
も

、
鳳

山

県

で
は

最

初

の

一
年

は
不

落
夫

家
を
す

る
も

の
が
多
く

、
年

中
行
事

の
た
び

に

夫

方

に

一
、

二
回
来

る

の
み
だ

が
、

さ
ら

に
半

年

・
一
年

と

経

っ
て

身
ご
も
る
と
夫
家
に
長
住
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
期

,
間
が
短
縮
さ
れ
た
う
え
、
夫
方
と
の
往
来
の
頻
度
が
最
初
の
一
年
間

と
後
の
半
年
間
と
で
異
な
っ
て
い
る
。

〈
26
>

[眺

(主
編
)
・
衷

(副
主
編
)

一
九
九

一
"
四
八
六
-
四
入
七
]

で
も
、
生
家
が
娘
に

「姑
娘
田
」
を
分
け
与
え
耕
作
さ
せ
た

(収
穫

は
娘
の
所
有
に
な
る
)
地
方
も
あ

っ
た
。
不
落
夫
家
し
た
女
性
が
生

家
で
の
労
働
で
得
た
所
得
は
全
て
彼
女
に
帰
し
、
父
母

・
兄
弟
お
よ

び
夫
は
干
渉
す
る
権
利
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
収
入
は
全
て
夫
家

に
定
居
す
る
と
き
に
持
参
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
な
お
、

広
西
で
は
、
不
落
夫
家
期
間
中
の
花
嫁
が
綿
花

・
藍
栽
培
を
し
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
る
程
度
で
、
そ
れ
も
収
穫
物
は
自
己
の
所
有
で
、

生
家
の
助
け
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
綿
花

・
養
蚕

・
製
糸
業
と

い
っ
た
社
会
経
済
的
要
素
と
不
落
夫
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
た
と

え
ば
広
東
珠
江
デ
ル
タ
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

〈
27
>

民
国

『河
池
県
志
』
二
、
輿
地
上
、
風
俗

「南
丹
土
州
」
に
、

狸
人
は
毎
年
二
月

・
七
月
に
少
年
男
女
が
付
近
の
嘘
市

・
郊
外
の

野
原
で
、
隊
を
組
ん
で
遊
び
、
唱
歌
を
し

て
、
そ
れ
を

「良
媒
」

と
す
る
。
互
い
に
贈
答
し
て
記
念
と
す
る
。
父
母
や
夫

・
親
戚
は

禁
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
(中
略
)
近
年
こ
の
風
俗
は
や
や
お

さ
ま

っ
て
い
る
。

と
あ
る
。
未
婚
の
男
女
の
み
な
ら
ず

「夫
が
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
す
で
に
結
婚
し

て
不
落
夫
家
期
間
中
に

あ
る
女
性
も
対
歌
に
参
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

[挑

(主
編
)
・
衰

(副
主
編
)

一
九
九

一
"
四
八
六
-
四
八
七
]
に

も
、
不
落
夫
家
の
期
間
、
花
嫁
は
村
の
娘
た
ち
と
と
も
に
歌
掛
け
に
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参
加
し
夫
以
外
の
男
性
と
情
歌
を
唱
い
恋
愛
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

社
交
活
動
は

「娘
の
時
と
同
じ
」
よ
う
に
自
由
だ

っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

文
献

(漢
籍
史
料
以
外
)

萢
宏
貴

一
九
五
九

「談
談

"坐
家
"
和

"不
落
夫
家
"」
『史
学
月
刊
』

一
九

五
九

(
一
二
)
"
三
〇
ー
三
二
。

馬
深

一
九
五
七

「不
落
夫
家
ー

一゚
種
趨
没
落
的
民
族
婚
姻
習
俗
」

『光
明
日
報
』

一
九
五
七
年
四
月
二
六
日
。

広
西
省

政
府
民
政
庁

(編
)

一
九
三
四

『広
西
各
県
概
況
』

南

寧

n
大
成
印
書
館
。

広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

(編
)

一
九
八
四

『広
西
壮
族
社
会
歴
史

調
査
』
e

南
寧

"
広
西
民
族
出
版
社
。

同
右

一
九
八
七

『広
西
壮
族
社
会
歴
史
調
査
』
個

南
寧

"
広
西

民
族
出
版
社
。

黄
現
播

・
黄
増
慶

・
張

一
民

(編
)

一
九
八
入

『壮
族
通
史
』
南
寧

"
広
西
民
族
出
版
社
。

充
真
化

・
梁
上
燕

一
九
三
八

『改
良
風
俗
的
実
施
』
南
寧

n
民
団
周

刊
社
。

雷
輝

一
九
三
六

「都
安
婚
俗
概
述
」
『南
寧
民
国
日
報
』

一
九
三
六

年

一
月
↓
二

日
。

莫
俊
卿

一
九
八

一

「壮
個
等
民
族
母
権
制
残
余
研
究
」
中
国
民
族

学
研
究
会
編

『民
族
学
研
究
』
2
、
北
京

"
民
族
出
版
社
。

同
右

一
九
八
六

「壮
族
」厳
汝
燗
主
編
『中
国
少
数
民
族
婚
姻
家
庭
』

北
京

"
中
国
婦
女
出
版
社

(江
守
五
夫
監
訳
、
百
田
弥
生
子
訳

『中

国
少
数
民
族
の
婚
姻
と
家
族
』
上
、
}
九
九
六
、
東
京

"
第

一
書
房
)
。

『南
寧
民
国
日
報
』

一
九
三
二
年
四
月
二
〇
ー
二

一
日

「南
寧
郷
村
婚

嫁
的
悪
習
」
(採
訪
)
。

『同
右
』

一
九
三
五
年

一
〇
月
二
九
日

「田
東
県
不
落
家
風
俗
」
(吃
庸

者
)
。

播
其
旭

一
九
八

一

「壮
族

"不
落
夫
家
"
婚
俗
初
探
」
『学
術
論
壇
』

一
九
八

一
(二
)
"
七
九
ー
八
二
。

田
曙
嵐

一
九
三
五

『広
西
旅
行
記
』
広
州

"
中
華
書
局
。

王
承
権

一
九
九
三

「中
国
各
民
族
不
落
夫
家
婚
俗
的
比
較
研
究
」

『民
族
研
究
』

一
九
九
三
(六
)
"
四

一
ー
五

噌
。

王
向
華

一
九
九
五

「中
国
人
婚
姻
の
特
質
」

『民
族
学
研
究
』
六
〇

(1
1)
:
1
四
八
ー

一
五
六
。

章
衰

一
九
三
五

「広
西
思
恩
県
的
結
婚
風
俗
」
『申
報
月
刊
』
四

(
一
)
二

三
五
ー

=
二
七
。

楊
喧

一
九
三
四

「広
西
風
俗
概
況
」
『広
西
省
政
府
公
報
』

一
九
三

四
年
八
-

一
1
1期
(
1
九
三
四
a
"
九
期
'
1
九
111Q
b

:
1
O
期
)
。

挑
舜
安
ぐ
王
編
)
・
衰
少
券
(副
主
編
)

一
九
九

一

『広
西
民
族
大
全
』

南
寧

"
広
西
人
民
出
版
社
。

衰
少
券

一
九
八
九

「壮
族

"不
落
夫
家
"
今
昔
」
衰
少
券
主
編

『当

代
壮
族
探
微
』
南
寧

"
広
西
人
民
出
版
社
。

《壮
族
百
科
辞
典
》
編
纂
委
員
会

(編
)

一
九
九
三

『壮
族
百
科
辞
典
』

南
寧

"
広
西
人
民
出
版
社
。

※
文
中
の
写
真
は
す
べ
て
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
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